


② 設計 
2019年に導入された設備は、様々な波力エネルギー変換技術が適用されている。利用す

る資源および送電用途により様々なコンセプトが採用されている。 
いくつかのデバイスメーカーは、波力エネルギーを他の再生可能エネルギー源またはス

トレージと組み合わせるハイブリッドコンセプトを開発している。 

 
 
 
 
(3) 2019年は大西洋沿岸に多く設置 

2019年には、ポルトガルからスコットランドにかけた大西洋岸に沿って波力設備が多く

設置された。OPT社は、波力エネルギー分野における最初の商業取引の1つに署名した。 北
海での波力エネルギー変換器の展開は、購入オプションを含む9ヵ月のリースに基づくもの

である。 

 
 
 

図4 欧州の波力エネルギー変換器の年間設置数と累計設置数の推移 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 

図5 欧州における2019年の波力エネルギープロジェクト分布 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 
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② 設計 
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海での波力エネルギー変換器の展開は、購入オプションを含む9ヵ月のリースに基づくもの
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図4 欧州の波力エネルギー変換器の年間設置数と累計設置数の推移 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 

図5 欧州における2019年の波力エネルギープロジェクト分布 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 

(4) プロジェクト紹介 
① AW ENERGY社（フィンランド） 

AW ENERGY社（フィンランド）は、昨年、ポルトガルの海域にフルスケールの設備

WaveRollerを導入することに成功した。350 kWの波力エネルギー変換器はグリッドに直接

接続され、数日後に発電を開始した。 
エンジニアは、会社の監視ソフトウェアを使用してデバイスのパフォーマンスを監視し

ている。このソフトウェアを使用すると、世界中のどこからでもいつでもリモートでデバ

イスにアクセスすることができる。 
 
② HYDROQUEST社（フランス） 
河川での水力発電に関する長年の経験に基づいて、HydroQuest社 (フランス )は

ConstructionsMécaniquesde Normandieと提携して最初の潮力タービンを製造した。 1 
MWのHydroQuest Oceanデバイスは、夏の間、ブルターニュ地方のPaimpolBréhatサイト

に正常に設置された。 
プロジェクトから収集された経験とデータにより、開発者はさらにテクノロジーの機能

と信頼性を高めることができる。 
 
③ OCEAN ENERGY IRELAND社（アイルランド） 

Ocean Energy社（アイルランド）は、最初のフルスケール装置である1.25 MW OE35を
構築するために、アメリカの建設会社VIGOを選択した。米国のポートランドで製造された

このデバイスは、ハワイのオアフ島に牽引され、米海軍のテストサイトに係留され、送電

線網に接続されて、地域社会にクリーンで再生可能な電力を供給する。 
 
④ MINESTO社（スウェーデン） 

MINESTO社（スウェーデン）の海洋エネルギー技術であるDeep Greenは、タービンを

搭載した海中凧で構成されている。凧は水中の流れを横切って飛行し、タービンを通る水

の流れ速度を大幅に高める。同社は、500 kWフルスケール潮力タービンDeep Green 500
のテストに成功した。この導入の経験に基づいて、MINESTOは、電力購入契約（PPA）

により、フェロー諸島に大規模に導入し始める。 
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2. 世界のトレンド 
欧州は海洋エネルギーの世界的なリーダーであり続けているが、国家支援の欠如と北米

や中国での展開が加速していることにより、この立場が危ぶまれている。カナダと中国で

みられる固定価格買取制度による展開加速への影響は、導入に関して固定価格買取制度な

どの国家支援が重要であることを明確に強調している。 
 
2.1 北米と中国で展開が加速 
(1) 潮流エネルギーに対する支援は欧州を上回る 

3つのパイロットファームと多数のフルスケールの装置が水中に設置されており、欧州は

潮流セクターを世界的にリードしている。現在、最も先を行く欧州企業の設備は既に何千

時間も稼働しており、グリッドに大量の電力を供給している。 
ただし、主に潮流プロジェクトを対象とした収益支援システムのおかげで、カナダと中

国は欧州に迫っている。 
カナダのNova Scotia州は、いくつかの潮汐デモンストレーションファームに対して約

350ユーロ/ MWhの固定価格買取制度を設定し、4つの主要な欧州の開発者を魅了している。 
中国も近年急増している。RD＆Iに多額の投資を行うことで、中国にはいくつかの国内タ

ービンメーカーが育った。この投資は、2019年にセクターの成長を促進するために開始さ

れた約330 / MWhの固定価格買取制度の導入によって補完された。このアプローチの成功

は、2018年に行われた重要な設置によって示されている。2019年には中国でデバイスは設

置されなかったが、2020年には多くの新しい計画が予定されている。 

 
 
 
 

表1 2019年に欧州域外で設置された潮流発電設備 

 

図6 欧州とその他の地域における潮流発電の年間設置容量と累計設置容量の推移比較 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 
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表1 2019年に欧州域外で設置された潮流発電設備 

 

図6 欧州とその他の地域における潮流発電の年間設置容量と累計設置容量の推移比較 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 

(2) 波力エネルギー分野における競争の激化 
欧州は依然として世界的な波力エネルギー技術開発のリーダーである。RD＆I支援と競争

力のあるテスト施設へのアクセスを組み合わせることで、欧州の開発者は新世代のフルス

ケールの波型デバイスを海洋の実環境で展開できるようになった。中期的な市場の可視化

は、欧州がリーダーを維持し、最初の波力エネルギーパイロットファームを導入するため

に必要である。 
世界の他の地域は、2年連続で年間設置容量において欧州を追い抜いている。この傾向は

主に中国と米国が主導している。中国は過去数年間で海洋エネルギーの開発にかなり多く

の予算を投入してきた。その結果、国内の波力エネルギー開発業者数社が現在、中国の海

域でデバイスをテストしている。 
米国では、エネルギー省も波力開発者への支援を増やしており、着実に開発が進められ

ている。 最初のフルスケールの米国の波力エネルギー変換器は、2020年にハワイでテスト

される。 

 
 
  

表2 2019年に欧州域外で設置された波力設備 

 
 
 
 
 

図7 欧州とその他の地域における波力設備の年間設置容量と累計設置容量の推移比較 
出典：Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 
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3. 2020年は海洋エネルギーの展開が増加 
いくつかのフラッグシッププロジェクトが英国、スペイン、カナダ、中国、米国で進む

と予想されるため、2020年には潮流エネルギーおよび波力エネルギーの両方で展開が進む。

新設容量の大部分が単体のテスト機であるが、一部のパイロットプロジェクトはフィナン

シャルクローズとなっており、近い将来に開始される可能性がある。 
 
3.1 潮流発電 
(1) 欧州 

2020年は欧州の潮流発電部門は多忙な1年になるとみられ、最大3.4 MWの設置が計画さ

れている。いくつかの新しいデバイスは、スコットランドの欧州海洋エネルギーセンター

（EMEC）でテストされる。 Minestoは最近、フェロー諸島のユーティリティSEVとPPA
に署名し、フェロー諸島に2つの「潮汐凧」デバイスを設置した。 
 
(2) 世界 

2020年に欧州以外の世界全体で1.8 MWの潮流エネルギー容量が追加される可能性があ

る。中国が主導し、3つのデバイスの展開が予定されている。米国とカナダでは、それぞれ

少なくとも1つのデバイスが設置される予定である。 
 
3.2 波力エネルギー 
(1) 欧州 

2020年に欧州では3 MWの波力エネルギー設備が設置される予定である。その大部分は、

フルスケールデバイスにものである。これらの導入の大部分は、英国とスペインで行われ、

EUのBlueGiftとOcean DEMOプロジェクトからの資金提供を受けている。Bombora社、

Wello社、Wavepiston社製の3つの新しいフルスケールデバイスが欧州の海域に設置される

予定である。 
 
(2) 世界 
欧州以外の世界全体では、2020年に1.2 MWの波力エネルギー容量が追加される可能性が

ある。いくつかのデバイスは、中国（GIEC）、米国（Columbia Power Technologies）、

オーストラリア（Wave Swell Energy）に設置される予定である。 
 
 
 
 
 
 
(参考資料) 
・Ocean Energy key trends and statistics 2019 、OEE 
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欧州環境情報 

 
欧州：欧州理事会は、灌漑用に再生水利用を促進する規則を採択 

EU は、灌漑作物における水不足のリスクを減らすために、新たな措置を導入する。そのため、

欧州理事会は、灌漑用に処理済みの廃水（再生水）の利用を促進する規則を採択した。 
この規則は、EU の気候変動に対応する取り組みに役に立つと考えられる。EU の循環型経済

の方針に準じたこの規則は、水の再利用量の工場および効率的な利用を促進させることが期待さ

れている。灌漑用の水を確保することは、今後気候変動による熱波や干ばつによる食料不足や不

作を抑えることにおいて重要な役割を果たす。 
EU 加盟国により地理的かつ気候的な条件が異なるために、農業における灌漑用の再生水の利

用は加盟国の判断に任せられる。 
 
 
欧州：2GW の海底ケーブルのプロジェクトを開発 
オランダのグリッド事業者である TenneT 社は、ドイツとオランダの沿岸における洋上風力発

電プロジェクト用に 2GW の海底ケーブルを設置することについて、世界中の海底ケーブル製造

者からなる国際的グループと契約を締結した。 
このプロジェクトでは、525kV の直流送電（HVDC）とともに 2GW の接続プラットフォーム

が設置される予定である。525kV の HVDC 技術により、コストを削減し、空間的影響を最小化

することが期待されている。このシステムはまた、陸上のプラットフォームや設備を削減できる

ことが期待されている。 
同プロジェクトは、オランダの北海にある IJmuiden Ver 洋上風力サイトおよびドイツのプロ

ジェクトである BalWin と LanWin にてケーブルのシステムを設置することを目的としている。

システム開発の準備は 2022 年の初めに始まる予定である。 
プロジェクトに参加する国際的企業は、ギリシャの Hellenic Cables 社、韓国の LS Cable & 

System 社、ノルウェーの Nexans 社、スウェーデンの NKT HV Cables 社、イタリアの

Prysmian 社、日本の住友電工および中国の Ningbo Orient Wires & Cables 社と Zhongtian 
Technology Submarine Cable 社である。 
オランダでは、2030 年までに全発電量の約 40％が洋上風力発電から供給されると想定されて

いる。 
 
 
欧州：2050 年までに太陽光発電の割合 60％を達成する可能性 
欧州太陽光発電業界団体 SolarPower Europe とフィンランドの Lappeenranta-Lahti 技術大

学がともに発表した「100% Renewable Europe: How to make Europe’s energy system climate 
neutral before 2050 」という報告書は、2050 年までの気候中立に向けて欧州のエネルギーシス

テムを完全に再生可能エネルギーで賄うというシナリオを欧州で初めてモデル化した。 
再生可能エネルギーの導入割合が異なる 3 つのシナリオのうち、導入割合が最小のシナリオが

欧州の社会と経済にとってよりも高いコストとなることが結論付けられている。 
上記の報告書における高シナリオと中シナリオの 2 つのシナリオの重要な要素は、2050 年ま

でに欧州における太陽光発電の割合が 60％に増加し、2030 年から太陽光発電が欧州のエネルギ

ーシステムの柱となることである。さらに、2 つのシナリオでは、風力発電所も重要な役割を果

たし、2030 年までに再生可能エネルギーにおける主要な電源であり続ける。 
また、この 2 つのシナリオでは、太陽光発電と風力発電の開発と同様に、特に 2030 年以降の

エネルギー貯蔵の拡大も重要であるとされている。セクターカップリングと気候中立に関する目

標の達成において水素も重要な役割を果たすことが期待される。 
2040 年または 2050 年までに正味排出量ゼロの目標を達成する可能性があるが、低シナリオで

は 2030 年までに 53％の排出削減が見込まれ、2050 年時点でも依然として 8 億 t の CO2が排出

されると想定されている。 
しかし、2050 年まで正味排出量ゼロを達成できる高シナリオと中シナリオの 2 つを実現する

ためには、太陽光発電と風力発電を促進するためにさらなる EU からの政策的支援が必要である

と報告書は指摘している。  
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欧州：Daimler 社と Volvo 社は大型車両向け燃料電池の開発で連携 
Daimler Truck 社と Volvo Group 社は、トラックやバスなどの大型自動車向けの燃料電池の

開発と製造において連携すると発表し、共同事業体を設立する予定である。予備合意書（Letter 
of Intent）に拘束力はないが、最終的な契約は 2020 年末に締結される予定である。共同事業体

に関する取り組みは、現在 Mercedes-Benz Fuel Cell 社の本社があるドイツの Nabern 地方自治

体およびドイツとカナダの製造施設で行われる予定である。 
この共同事業体の目標は、大型自動車向けの燃料電池システムの開発、製造および商業化であ

る。Daimler 社はまた、すべての既存の燃料電池に関する事業を共同事業体のもとに行うと発表

した。両社は、2025 年～2030 年までに燃料電池の本格的な製造を開始する予定である。 
特定のプロジェクトはまだ発表されていない。両社はトラックとバスの電化に取り組んでいる。

Daimler 社はまた、電気バスである eCitaro 向けに燃料セルのレンジエクステンダーを開発する

予定である。また、Volvo 社の子会社である Volvo Construction Equipment 社は、電動の建設

用重機の開発に取り組んでいる。 
 
 

英国：政府は輸送部門の脱炭素化の計画を公表 
英国政府は、輸送部門の脱炭素化に向けた政策の促進を目的とする輸送部門脱炭素化計画を発

表した。この計画の一環として、今後数ヶ月にわたって様々なワークショップやイベントが開催

され、計画を策定する予定である。 
現在、輸送部門は英国最大の温室効果ガスの排出源であり、総排出量の 28％を占めている。

排出量を削減するために、英国政府は個人、企業、事業者団体、地方自治体、学者、研究者、投

資家および環境団体と協力する。 
英国政府は、公共交通機関の拡大により、自動車の交通量を減らし、排出量を削減することを

目指している。そのため、信頼性と効率の高い公共交通のネットワークが必要である。 
英国はまた、技術開発により、すべての道路交通車両からの排出量をゼロとすることをはじめ、

バイオ燃料、ハイブリッド車および飛行機の電化などの開発を進めることを目指している。さら

に、将来的には、従来の船舶を CO2を排出しない船舶に置き換えることが期待されている。 
 
 

英国：フランスとスペインの企業は 240MW の潮力発電プロジェクトに参加 
フランスの 2 社およびスペインの 1 社のタービンのメーカーは、北ウェールズの Anglesey 海

岸にて英国のクラウン・エステートが開発を目指す 240MW の Morlais 潮力発電プロジェクトに

参加すると発表した。 
プロジェクトの実行を担当する Menter Mon 社は、同サイトに商業規模の設備を設置するこ

とにおいて、Sabella SAS 社、HydroQuest SAS 社および Magallanes Renovables SL 社それぞ

れと契約を締結した。 
プロジェクトの最初のフェーズでは、Menter Mon 社は潮力発電サイトの開発許可を取得する

ことに取り組む予定である。次の段階では、潮力発電の開発に必要なインフラを設置する予定で

ある。 
フランスの Brittany 地域圏に本社を置く Sabella 社は、D10-1000 というフランスで初めてグ

リッドに接続された潮力タービンを開発した。現在、同社は遠隔グリッド向けの海洋アプリケー

ションの開発に取り組んでいる。 
フランスの HydroQuest 社は、2001 年以降河川と海洋向けの潮力タービンの開発を手掛ける。

Morlais プロジェクトにおいて、OceanQuest と呼ばれる 1MW の機器を設置する予定である。 
そして、Magallanes 社はスコットランド Orkney 島にある欧州海洋エネルギーセンター

（European Marine Energy Center）で同社最初の商業規模の潮力プラットフォームの試験に

成功したあと、Morlais プロジェクトでより大規模な商業用開発を目指している。 
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欧州：Daimler 社と Volvo 社は大型車両向け燃料電池の開発で連携 
Daimler Truck 社と Volvo Group 社は、トラックやバスなどの大型自動車向けの燃料電池の

開発と製造において連携すると発表し、共同事業体を設立する予定である。予備合意書（Letter 
of Intent）に拘束力はないが、最終的な契約は 2020 年末に締結される予定である。共同事業体

に関する取り組みは、現在 Mercedes-Benz Fuel Cell 社の本社があるドイツの Nabern 地方自治

体およびドイツとカナダの製造施設で行われる予定である。 
この共同事業体の目標は、大型自動車向けの燃料電池システムの開発、製造および商業化であ

る。Daimler 社はまた、すべての既存の燃料電池に関する事業を共同事業体のもとに行うと発表

した。両社は、2025 年～2030 年までに燃料電池の本格的な製造を開始する予定である。 
特定のプロジェクトはまだ発表されていない。両社はトラックとバスの電化に取り組んでいる。

Daimler 社はまた、電気バスである eCitaro 向けに燃料セルのレンジエクステンダーを開発する

予定である。また、Volvo 社の子会社である Volvo Construction Equipment 社は、電動の建設

用重機の開発に取り組んでいる。 
 
 

英国：政府は輸送部門の脱炭素化の計画を公表 
英国政府は、輸送部門の脱炭素化に向けた政策の促進を目的とする輸送部門脱炭素化計画を発

表した。この計画の一環として、今後数ヶ月にわたって様々なワークショップやイベントが開催

され、計画を策定する予定である。 
現在、輸送部門は英国最大の温室効果ガスの排出源であり、総排出量の 28％を占めている。

排出量を削減するために、英国政府は個人、企業、事業者団体、地方自治体、学者、研究者、投

資家および環境団体と協力する。 
英国政府は、公共交通機関の拡大により、自動車の交通量を減らし、排出量を削減することを

目指している。そのため、信頼性と効率の高い公共交通のネットワークが必要である。 
英国はまた、技術開発により、すべての道路交通車両からの排出量をゼロとすることをはじめ、

バイオ燃料、ハイブリッド車および飛行機の電化などの開発を進めることを目指している。さら

に、将来的には、従来の船舶を CO2を排出しない船舶に置き換えることが期待されている。 
 
 

英国：フランスとスペインの企業は 240MW の潮力発電プロジェクトに参加 
フランスの 2 社およびスペインの 1 社のタービンのメーカーは、北ウェールズの Anglesey 海

岸にて英国のクラウン・エステートが開発を目指す 240MW の Morlais 潮力発電プロジェクトに

参加すると発表した。 
プロジェクトの実行を担当する Menter Mon 社は、同サイトに商業規模の設備を設置するこ

とにおいて、Sabella SAS 社、HydroQuest SAS 社および Magallanes Renovables SL 社それぞ

れと契約を締結した。 
プロジェクトの最初のフェーズでは、Menter Mon 社は潮力発電サイトの開発許可を取得する

ことに取り組む予定である。次の段階では、潮力発電の開発に必要なインフラを設置する予定で

ある。 
フランスの Brittany 地域圏に本社を置く Sabella 社は、D10-1000 というフランスで初めてグ

リッドに接続された潮力タービンを開発した。現在、同社は遠隔グリッド向けの海洋アプリケー

ションの開発に取り組んでいる。 
フランスの HydroQuest 社は、2001 年以降河川と海洋向けの潮力タービンの開発を手掛ける。

Morlais プロジェクトにおいて、OceanQuest と呼ばれる 1MW の機器を設置する予定である。 
そして、Magallanes 社はスコットランド Orkney 島にある欧州海洋エネルギーセンター

（European Marine Energy Center）で同社最初の商業規模の潮力プラットフォームの試験に

成功したあと、Morlais プロジェクトでより大規模な商業用開発を目指している。 
 
  

英国：自動洗浄の太陽光パネルを開発 
スコットランドの Heriot-Watt 大学の研究者は、新たに太陽光パネル向けの自動洗浄装置を開

発した。この技術は、水が不要で、振動によりほこりや砂を除去し太陽光パネルを洗浄できる特

徴がある。 
「振動を利用した最初の技術ではないが、サイマティクス（砂や水などの媒質によって物体の

固有振動や音を可視化すること）に影響を受けた最初のシステムである」と研究担当者である

Babu 氏は語った。 
Heriot-Watt 大学のシステムは、20kHz 以上という一般の超音波の洗浄システムよりも低い周

波数帯域で運転している。自動洗浄装置では、太陽光パネルの裏面側のバックシートに DC モー

ターが設置されている。DC モーターのローターが 1 次固有周波数の回転速度に達すると、共振

により大きな振動が太陽光パネルに誘導された。振幅の強度は、システムの減衰化により制御で

きると研究者は述べた。 
しかし、過度の機械的応力による故障を防ぐために、ラミネートの振動強度の限界に関してさ

らなる研究が必要であると Heriot-Watt 大学の研究者は指摘している。今までのところ、小型太

陽光パネルのみで試験が行われている。 
 
 

英国：Vattenfall 社は 240MW の陸上風力発電プロジェクトの開発に取り組む 
Vattenfall 社は、スコットランドで 240MW の South Kyle 陸上風力発電所の建設プロジェク

トに取り組み、完了すると英国 Greencoat UK Wind 社に売却するという契約を締結した。 
Vattenfall 社と Greencoat UK Wind 社との協力協定には、Vattenfall 社が風力発電所を建設

したのち Greencoat 社に売却し、その資産を少なくとも 10 年間 Vattenfall 社が管理するという

契約、さらに 15 年間の電力購入契約が含まれている。 
South Kyle 風力発電所は、英国最大の陸上風力発電所となる見通しである。同プロジェクト

では、4.8MW の Nordex N133 タービンが 50 台設置される。このタービンのブレード先端の高

さは 149.5m である。 
新型コロナウイルスの感染拡大の影響にもかかわらず、スコットランドの Dalmellington 市か

ら 5km 離れた場所での同プロジェクトの開発は順調に進むと同社は主張している。しかし、陸

上風力発電所の建設に関わる従業員の安全を確保するために、英国政府のガイダンスに従い適切

な時期に建設作業を開始する予定である。Vattenfall 社は、新型コロナウイルスの感染拡大に対

する予防措置の監視を続け、2023 年第 1 四半期に運転を開始する予定である。 
 
 
英国：森林炭素保証に 1,000 万ポンドを提供 
英国の森林委員会は、森林炭素保証（Woodland Carbon Guarantee）というスキームの第 2

回オークションに 1,000 万ポンドを提供すると発表した。全国の土地管理者は、6 月 8～19 日に

行われるオンラインのオークションに 6 月 5 日までに申請できる。 
2019 年 11 月に設立された 5,000 万ポンド相当の同スキームは、植林の促進によって大気中の

CO2を恒久的に除去することを目指している。 
落札者には、35 年間にわたって森林炭素ユニット（Woodland Carbon Units）を保証価格で

政府に販売する権利が与えられる予定である。これにより、土地管理者は企業からの CO2 排出

の相殺を支援でき、新たな収入源を得ることができる。 
2020 年 2 月に終了した第 1 回オークションでは 18 件の契約が成立され、気候変動対策として

182ha の新たな森林造成に繋がる。 
 
 

英国：新たな重力ベースのエネルギー貯蔵システムを開発 
スコットランドのスタートアップである Gravitricity 社は、太陽光発電と風力発電の貯蔵向け

の新たな重力ベースのエネルギー貯蔵システムを開発している。 
これは、高さ 16m のリグが風力発電などの再生可能エネルギーを使用し、150～500m の地中

のシャフトの中で重りを吊り上げ、エネルギーを貯蔵する、そして重りを下げることで、この貯

― 63 ―

情報報告　ウィーン



蔵したエネルギーを解放し発電機を回転させるシステムである。このシステムは、500～5,000t
の重りを使用し、30,000 世帯の電力消費 2 時間分に相当する電力を生み出せると Gravitricity
社は述べた。 
洗練されたウィンチと制御システムは、1 秒もかからず重りを下げることを可能にし、50Hz

の電力ネットワークを安定させる。これにより、システムの反応速度はリチウムイオン電池に匹

敵すると同社は主張している。 
しかし、リチウムイオン電池と異なり、このシステムは性能の損失と劣化することなく数十年

間使用できる。特に閉鎖した鉱山シャフトの管理者に対して、新たな活用方法を提供できると

Gravitricity 社は述べた。 
Gravitricity 社は、スコットランドの Leith 港にて 2020 年 10 月に 100 万ポンド相当のパイロ

ットプロジェクトの建設を開始する予定である。250kW のプロトタイプは 12 月に竣工する予定

であり、Leith 港の電力ネットワークに接続される予定である。このプロトタイプのシステムは、

鋼製ケーブルに繋がった 25t の重りを使用する予定である。 
英国の Kelvin Power 社は Leith 港施設の鉄塔、オランダの Huisman 社はウィンチと制御シ

ステムを提供する見通しである。このプロジェクトは、英国政府機関である Innovate UK から

64 万ポンドの補助金を受けている。 
 
 
フランス：2028 年までに 44 GW の再生可能エネルギー容量を目指す 
フランス政府は、2020 年 4 月 21 日に国家エネルギー計画（Programmation pluriannuelle 

de l’énergie：PPE）を公表し、再生可能エネルギー容量を 2023 年には 20.1GW、および 2028
年には 44GW にすることを目指している。 
同計画の目標を達成するために、2024 年までに再生可能エネルギーの開発に向けて様々な入

札が開催される予定である。地上設置型太陽光発電の場合に、1GW までの入札が年 2 回開催さ

れる予定である。屋上太陽光発電の場合に、入札ラウンドごとに最大 300MW の入札が年 3 回行

われる予定である。 
国家エネルギー計画では、クリーンエネルギーへの移行に関わる目標も定められている。フラ

ンスは、2023 年に 10 の Power-to-Gas パイロットプロジェクト、2028 年には 10～100 のプロ

ジェクトを開発する予定である。また、2023 年までに産業用水素におけるグリーン水素の割合

を 10％、2028 年までに 20～40％とすることを目指している。 
電気自動車（EV）については、2023 年には 66 万台の EV、50 万台のプラグインハイブリッ

ド車と 17 万台の電気式ハイブリッド車、そして 2028 年には 300 万台の EV、180 万台のプラグ

インハイブリッド車と 50 万台の電気式ハイブリッド車の導入が計画されている。また、2023 年

に 10 万ヵ所の公共充電ステーションと 100 ヵ所の公共水素補給ステーションを設置する予定で

ある。 
天然ガスについては、フランスは 2028 年には 2012 年比で 22％まで削減することを目標とし

ている。同期間には、石油使用料を 34％および石炭使用料を 80％削減する予定である。エネル

ギー効率の目標は、2012 年比で 2023 年には 7.5％、2028 年には 16.5％改善することである。 
さらに、土地利用と林業に関連する排出量を除いて、フランス政府の 2019 年～2023 年までの

CO2排出量は 422 Mt、2024 年～2028 年まで 359 Mt および 2029 年～2033 年まで 300 Mt であ

る。 
 

フランス：ホンダと SNAM 社は EV バッテリーのリサイクルで提携拡大 
ホンダの欧州部門は、欧州でバッテリーのリサイクルを手掛けるフランスの SNAM 社

（Société Nouvelle d’Affinage des Métaux）との連携を強化すると発表した。SNAM 社は、欧

州 22 ヵ国でホンダのディーラーおよび認定リサイクル施設からバッテリーを回収し、リサイク

ルまたは再利用できるかどうかを評価する見通しである。 
この協力協定は、ホンダのハイブリッド車と EV で使用済みのリチウムイオンバッテリー及び

ニッケル水素バッテリーのリサイクルを対象にしている。ホンダによると、回収されたバッテリ

ーは、再生可能エネルギー貯蔵デバイスとして再利用される。再利用ができない場合、SNAM
社は湿式精錬プロセスを通じてコバルトやリチウムなどの重要な素材をバッテリーから回収する

予定である。また、銅などの金属やプラスチックなどの素材もリサイクルされる。 
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蔵したエネルギーを解放し発電機を回転させるシステムである。このシステムは、500～5,000t
の重りを使用し、30,000 世帯の電力消費 2 時間分に相当する電力を生み出せると Gravitricity
社は述べた。 
洗練されたウィンチと制御システムは、1 秒もかからず重りを下げることを可能にし、50Hz

の電力ネットワークを安定させる。これにより、システムの反応速度はリチウムイオン電池に匹

敵すると同社は主張している。 
しかし、リチウムイオン電池と異なり、このシステムは性能の損失と劣化することなく数十年

間使用できる。特に閉鎖した鉱山シャフトの管理者に対して、新たな活用方法を提供できると

Gravitricity 社は述べた。 
Gravitricity 社は、スコットランドの Leith 港にて 2020 年 10 月に 100 万ポンド相当のパイロ

ットプロジェクトの建設を開始する予定である。250kW のプロトタイプは 12 月に竣工する予定

であり、Leith 港の電力ネットワークに接続される予定である。このプロトタイプのシステムは、

鋼製ケーブルに繋がった 25t の重りを使用する予定である。 
英国の Kelvin Power 社は Leith 港施設の鉄塔、オランダの Huisman 社はウィンチと制御シ

ステムを提供する見通しである。このプロジェクトは、英国政府機関である Innovate UK から

64 万ポンドの補助金を受けている。 
 
 
フランス：2028 年までに 44 GW の再生可能エネルギー容量を目指す 
フランス政府は、2020 年 4 月 21 日に国家エネルギー計画（Programmation pluriannuelle 

de l’énergie：PPE）を公表し、再生可能エネルギー容量を 2023 年には 20.1GW、および 2028
年には 44GW にすることを目指している。 
同計画の目標を達成するために、2024 年までに再生可能エネルギーの開発に向けて様々な入

札が開催される予定である。地上設置型太陽光発電の場合に、1GW までの入札が年 2 回開催さ

れる予定である。屋上太陽光発電の場合に、入札ラウンドごとに最大 300MW の入札が年 3 回行

われる予定である。 
国家エネルギー計画では、クリーンエネルギーへの移行に関わる目標も定められている。フラ

ンスは、2023 年に 10 の Power-to-Gas パイロットプロジェクト、2028 年には 10～100 のプロ

ジェクトを開発する予定である。また、2023 年までに産業用水素におけるグリーン水素の割合

を 10％、2028 年までに 20～40％とすることを目指している。 
電気自動車（EV）については、2023 年には 66 万台の EV、50 万台のプラグインハイブリッ

ド車と 17 万台の電気式ハイブリッド車、そして 2028 年には 300 万台の EV、180 万台のプラグ

インハイブリッド車と 50 万台の電気式ハイブリッド車の導入が計画されている。また、2023 年

に 10 万ヵ所の公共充電ステーションと 100 ヵ所の公共水素補給ステーションを設置する予定で

ある。 
天然ガスについては、フランスは 2028 年には 2012 年比で 22％まで削減することを目標とし

ている。同期間には、石油使用料を 34％および石炭使用料を 80％削減する予定である。エネル

ギー効率の目標は、2012 年比で 2023 年には 7.5％、2028 年には 16.5％改善することである。 
さらに、土地利用と林業に関連する排出量を除いて、フランス政府の 2019 年～2023 年までの

CO2排出量は 422 Mt、2024 年～2028 年まで 359 Mt および 2029 年～2033 年まで 300 Mt であ

る。 
 

フランス：ホンダと SNAM 社は EV バッテリーのリサイクルで提携拡大 
ホンダの欧州部門は、欧州でバッテリーのリサイクルを手掛けるフランスの SNAM 社

（Société Nouvelle d’Affinage des Métaux）との連携を強化すると発表した。SNAM 社は、欧

州 22 ヵ国でホンダのディーラーおよび認定リサイクル施設からバッテリーを回収し、リサイク

ルまたは再利用できるかどうかを評価する見通しである。 
この協力協定は、ホンダのハイブリッド車と EV で使用済みのリチウムイオンバッテリー及び

ニッケル水素バッテリーのリサイクルを対象にしている。ホンダによると、回収されたバッテリ

ーは、再生可能エネルギー貯蔵デバイスとして再利用される。再利用ができない場合、SNAM
社は湿式精錬プロセスを通じてコバルトやリチウムなどの重要な素材をバッテリーから回収する

予定である。また、銅などの金属やプラスチックなどの素材もリサイクルされる。 

ホンダと SNAM 社は 2013 年以降、EU の環境基準に従って使用済みバッテリーの処理とトレ

ーサビリティに向けたソリューションの促進に取り組んでいた。両社はまた、使用済みのバッテ

リーの処理を可能な限り持続可能な方法にするために、バッテリーの設計の最適化にも力を入れ

ている。Peugeot 社、Citroën 社、BMW 社のフランス部門、VW 社のフランス部門およびトヨ

タといった自動車メーカーとの協力協定もある。 
 
 
フランス：有機薄膜太陽電池を開発 
薄膜太陽電池の開発を手掛けるフランスの Armor 社は、様々な形に変形できる有機太陽電池

の製造を本格的に開始したと発表した。 
フランスの La Chevrolière に本社を置く企業により開発されたコーティング技術によりモジ

ュールをコーティングすることで、製造が可能となった。レーザー加工を含む製造プロセスは、

同社のドイツの拠点によって行われている。Armor 社は、ドイツの Kitzingen 市と Nuremberg
市に拠点を置く Opvius 社を買収したことで、ドイツ拠点を取得した。 
この新たな技術により、同社の太陽電池フィルム ASCA アプリケーションを 10 倍まで拡大で

きると Armor 社は主張している。ASCA 有機太陽電池は、軽量で柔軟性が高いため形状を容易

に変形でき、建築分野で重要な材料になると考えられる。 
Armor 社の工業生産能力はこの新製品も含め、年間 100 万 m2である。従来の有機太陽電池の

製造では、最終的製品の形は最初の製造ステップで決定されるが、Opvius 社の製造プロセスで

は、すべての構造形成ステップは、シートのコーティングの後に行われる。 

 
フランス：CPP 社はフランスの洋上風力発電プロジェクトに約 3 億 5,000 万ユーロを投資 
カナダの CPP Investments 社は、フランスで 3 つの洋上風力発電プロジェクトを所有する

Éolien Maritime France 社（EMF）の株式の 49％を、Enbridge 社から 8,000 万ユーロで買収

する契約を締結した。 
EMF 社初の洋上風力発電プロジェクトの開発が進むなか、CPP Investment 社は追加の 1 億

2,000 万ユーロを投資する予定である。EMF 社が開発する 3 つのプロジェクトの他の 2 つのプ

ロジェクトにおいて、CPP Investment 社はさらに 1 億 5,000 万ユーロの投資を行うと発表した。 
EMF 社が開発する 3 つ洋上風力発電プロジェクトは Saint-Nazaire、Courseulles-sur-Mer お

よび Fécamp と呼ばれるプロジェクトである。建設中の Saint-Nazaire プロジェクトは、2020
年に洋上風力発電設備の設置を開始する予定である。Courseulles-sur-Mer と Fécamp のプロジ

ェクトは、開発段階を順調に進んでいる。 
480MW となる Saint-Nazaire 洋上風力発電所では、6MW の Haliade 150 風力タービンが 80

台設置される予定である。このプロジェクトは、2022 年に竣工する予定である。また、500MW
の Fécamp 洋上風力発電所と 450MW の Courseulles-sur-Mer 洋上風力発電所では、Siemens 
Gamesa 社のタービンが設置される。2 つのプロジェクトは、2021 年に最終投資決定が行われ、

2024 年までに運転開始する予定である。 
 
 
フランス：Total 社は 2050 年までの正味排出量ゼロの計画を公表 
新型コロナウイルスの影響で原油価格が下落しているにもかかわらず、フランスの石油・ガス

大手 Total 社は、グリーンエネルギーの普及計画を改めて確認し、2050 年までに CO2 正味排出

量ゼロを達成することを目指している。 
この正味排出量ゼロの計画の一環として、同社は 2025 年までに再生可能エネルギー容量を

25GW にする目標に取り組んでいる。Total 社によると、同社の設備投資量の 10％以上が低炭素

電力事業への投資向けに使用されている。2030 年までに、この数字を 20％にまで増加する予定

である。 
新型コロナウイルスの感染拡大に対するロックダウンなどの措置の影響で、Total 社の 2020

年第 1 四半期の主な財務的指標は、2019 年同期比で 35～64％減少した。正味排出量ゼロと再生

可能エネルギーを進める計画の発表は、Total 社は Repsol 社、Galp 社、BP 社、Eni 社および

Equinor 社などの主要企業に続くものである。 
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ドイツ：水素のパイロットプロジェクトへの補助金を拡大 
GLS Bank、VR Bank Westküste eG および Nord-Ostsee Sparkasse という 3 つのドイツの

銀行からなるコンソーシアムは、North Friesland 地域での eFarm と呼ばれる水素輸送のパイ

ロットプロジェクトを対象とした補助金を 740 万ユーロ追加すると発表した。 
また、再生可能エネルギーの開発を手掛けるドイツの GP Joule 社により実施されるプロジェ

クトは、ドイツの輸送省から 800 万ユーロの補助金を受ける。 
2018 年に承認された同プロジェクトでは、GP Joule 社は 2 台の燃料電池バスと 5 台の燃料電

池自動車に水素を供給する水素輸送ネットワークの開発に取り組んでいる。当地域での 5 基の風

力発電所はまた、Husum 市と Niebüll 市にある補給ステーションで使用されるグリーン水素生

産用に電力を供給する予定である。 
グリーン水素の生産プロセスで発生する熱エネルギーは、地域暖房ネットワークに供給される

予定である。 
 
 
ドイツ：太陽光発電と蓄電施設による VPP 向けのソフトウェアを開発 
ドイツのエネルギー貯蔵とバッテリー企業である Sonnen 社は、太陽光発電および蓄電施設を

もつ家庭からなる VPP（バーチャルパワープラント）で、コスト効率を最大 90％高められると

いうソフトウェアを開発した。 
この SonnenVPP と呼ばれるソフトウェアは、僅かな追加費用で、インターネットを通じて住

宅用のバッテリーと電化製品を VPP に接続できる。 
ドイツの 4 つの送電システム事業者（TSO）の IT 要件に対する最近の変更により、住宅用バ

ッテリーやヒートポンプといった小規模システムも、追加の設備を設置せずにインターネットを

通じて Sonnen VPP に接続できるようになる。このシステムにより、より効率的に安定して電

力を届けられると Sonnen 社は述べた。 
これまで、VPP に接続された家庭用の蓄電設備は独自の通信チャネルが必要であったために、

他のインターネットのデータから切り離す必要があった。しかし、今回の IT 要件の変更により、

家庭用の蓄電システムをデータセンターで 2MW のユニットにまとめることができる。 
インターネットで大規模な障害が生じる場合、個々の家庭用の蓄電システムは VPP の一部と

して独立して機能し続けることができる。 
Sonnen 社は、SonnenVPP ソフトウェアにおいて特許を取得し、第三者のプロバイダーのも

と、このソフトウェアを使用できるようにしている。英国のエネルギー企業 Centrica 社との共

同プロジェクトがすでに立ち上がっている。 
 
 

ドイツ：蓄電池システムの普及が進む 
ドイツの研究機関 Forschungszentrum Jülich と RWTH Aachen 大学との連携により設立さ

れた JARA-ENERGY 社、ドイツの蓄電池市場における調査結果を報告した。この報告書による

と、蓄電池システムはドイツで過去数年間にわたって大きな成長を遂げており、初めて揚水発電

容量を上回ったという。しかし、まだ新たな市場であるために、価格や容量の評価は容易ではな

い。 
ドイツでは、蓄電池システムの大部分は、住宅用太陽光発電システムの一環として導入される

ことが明らかになった。2018 年までに 125,000 台の住宅用蓄電池システム（HSS）が設置され

ており、総容量は 930 MWh となっている。この容量は、中規模の揚水発電所に相当する。産業

用蓄電池システム（ISS）については、総容量を評価できていないが、大規模蓄電池システム

（LSS）の場合に大きな成長がみられた。2018 年には 59 台の LSS が設置され、総容量は

550MWh に達している。 
HSS と LSS 市場では、いずれもリチウムイオン電池が重要な役割を果たしている。2018 年に

は、リチウムイオン電池のコストは住宅用で 1,150 ユーロ/kWh、および大規模用で 800 ユーロ

/kWh となっていた。 
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ドイツ：水素のパイロットプロジェクトへの補助金を拡大 
GLS Bank、VR Bank Westküste eG および Nord-Ostsee Sparkasse という 3 つのドイツの

銀行からなるコンソーシアムは、North Friesland 地域での eFarm と呼ばれる水素輸送のパイ

ロットプロジェクトを対象とした補助金を 740 万ユーロ追加すると発表した。 
また、再生可能エネルギーの開発を手掛けるドイツの GP Joule 社により実施されるプロジェ

クトは、ドイツの輸送省から 800 万ユーロの補助金を受ける。 
2018 年に承認された同プロジェクトでは、GP Joule 社は 2 台の燃料電池バスと 5 台の燃料電

池自動車に水素を供給する水素輸送ネットワークの開発に取り組んでいる。当地域での 5 基の風

力発電所はまた、Husum 市と Niebüll 市にある補給ステーションで使用されるグリーン水素生

産用に電力を供給する予定である。 
グリーン水素の生産プロセスで発生する熱エネルギーは、地域暖房ネットワークに供給される

予定である。 
 
 
ドイツ：太陽光発電と蓄電施設による VPP 向けのソフトウェアを開発 
ドイツのエネルギー貯蔵とバッテリー企業である Sonnen 社は、太陽光発電および蓄電施設を

もつ家庭からなる VPP（バーチャルパワープラント）で、コスト効率を最大 90％高められると

いうソフトウェアを開発した。 
この SonnenVPP と呼ばれるソフトウェアは、僅かな追加費用で、インターネットを通じて住

宅用のバッテリーと電化製品を VPP に接続できる。 
ドイツの 4 つの送電システム事業者（TSO）の IT 要件に対する最近の変更により、住宅用バ

ッテリーやヒートポンプといった小規模システムも、追加の設備を設置せずにインターネットを

通じて Sonnen VPP に接続できるようになる。このシステムにより、より効率的に安定して電

力を届けられると Sonnen 社は述べた。 
これまで、VPP に接続された家庭用の蓄電設備は独自の通信チャネルが必要であったために、

他のインターネットのデータから切り離す必要があった。しかし、今回の IT 要件の変更により、

家庭用の蓄電システムをデータセンターで 2MW のユニットにまとめることができる。 
インターネットで大規模な障害が生じる場合、個々の家庭用の蓄電システムは VPP の一部と

して独立して機能し続けることができる。 
Sonnen 社は、SonnenVPP ソフトウェアにおいて特許を取得し、第三者のプロバイダーのも

と、このソフトウェアを使用できるようにしている。英国のエネルギー企業 Centrica 社との共

同プロジェクトがすでに立ち上がっている。 
 
 

ドイツ：蓄電池システムの普及が進む 
ドイツの研究機関 Forschungszentrum Jülich と RWTH Aachen 大学との連携により設立さ

れた JARA-ENERGY 社、ドイツの蓄電池市場における調査結果を報告した。この報告書による

と、蓄電池システムはドイツで過去数年間にわたって大きな成長を遂げており、初めて揚水発電

容量を上回ったという。しかし、まだ新たな市場であるために、価格や容量の評価は容易ではな

い。 
ドイツでは、蓄電池システムの大部分は、住宅用太陽光発電システムの一環として導入される

ことが明らかになった。2018 年までに 125,000 台の住宅用蓄電池システム（HSS）が設置され

ており、総容量は 930 MWh となっている。この容量は、中規模の揚水発電所に相当する。産業

用蓄電池システム（ISS）については、総容量を評価できていないが、大規模蓄電池システム

（LSS）の場合に大きな成長がみられた。2018 年には 59 台の LSS が設置され、総容量は

550MWh に達している。 
HSS と LSS 市場では、いずれもリチウムイオン電池が重要な役割を果たしている。2018 年に

は、リチウムイオン電池のコストは住宅用で 1,150 ユーロ/kWh、および大規模用で 800 ユーロ

/kWh となっていた。 
  

ドイツ：100％再生可能エネルギーを提供する Q.HOME Cloud を開発 
Q CELLS 社（独）は、住宅向けに 100%再生可能エネルギーに基づく電力供給を実現する新

たな統合された太陽光発電と蓄電のソリューションを開発した。この Q.HOME Cloud と呼ばれ

るソリューションは、太陽光発電と蓄電を組み合わせることで、家庭の電力需要の大部分を満た

す。また、デジタルのクラウドソリューションは、不足分を補う。 
ドイツをはじめ、Q CELLS 社は新たなシステムを各地市場に導入する予定である。Q.HOME 

Cloud は、既存の家庭用システム、または新たな太陽光発電システムに接続することができる。

顧客は、Q.HOME Cloud を通じてドイツとオーストリアでの再生可能エネルギー発電へのアク

セスが可能となり、太陽光発電と蓄電システムは不足するエネルギーを補うことができる。 
同社は、各太陽光発電と蓄電システムの規模および設置場所に従って、利用可能かつ予想され

る電力割当量を調整すると述べた。多くの場合、住宅用の太陽光発電と蓄電システムの購入は、

環境的な理由がある。しかし、電力価格が高い各国では、自己消費は、システムの投資回収が可

能となる。ドイツなどの国々では、システムの所有者は、グリッドに過剰電力を供給することで、

FIT 制度恩恵を受けることができる。 
Q.HOME 社は、家庭を完全に環境にやさしい電力で賄うことを望む顧客に月間使用料を請求

する。Q.HOME Cloud ソリューションは、すべてのメーカーの太陽光発電設備と互換性がある

が、Q CELLS 社の太陽光蓄電の機器を併設する必要がある。 
 
 
ドイツ：2030 年の洋上風力発電目標を引き上げ 
ドイツ政府、Bremen 州、Hamburg 州、Mecklenburg-Vorpommern 州、Lower Saxony 州お

よび Schleswig-Holstein 州の 5 つのドイツの州、そして 50Hertz 社、Amprion 社および

TenneT 社の 3 つの送電システム事業者（TSO）は、同国の 2030 年の洋上風力発電目標を

15GW から 20GW に引き上げることに合意した。 
ドイツ連邦海運水路庁は、20GW の洋上風力発電の設置に必要なサイトを検討するために、

2020 年末までに地域開発計画を更新し続ける。プロジェクトの接続は、既にドイツ連邦ネット

ワーク庁（BNetzA）の 2019 年のネットワーク開発計画で示されている。 
この協定は、2019 年 10 月に合意した 2030 年の気候保護プログラムの要件をもとに、上記の

ドイツの州と TSO に対して洋上風力発電目標を 20GW に引き上げることを拘束力のある目標と

するものである。早期段階で遅れを確認し、必要があれば対策を行うために、各州と TSO の進

捗状況は定期的に確認される。 
 
 
オーストリア：最後の石炭火力発電所を閉鎖 
オーストリアは、2020 年 4 月 17 日に Verbund 社の Mellach での同国の最後の石炭火力発電

所を閉鎖し、2016 年のベルギーに次いで、欧州において石炭火力廃止を実現した 2 番目の国と

なった。 
「オーストリアは石炭火力から撤退するとともに、再生可能エネルギーを後押しし、欧州のグ

リーンディールに取り組んでいる」と欧州 NGO ネットワーク Europe Beyond Coal のキャンペ

ーンの管理者である Gutmann 氏は述べた。 
Mellach 火力発電所の閉鎖は、オーストリアの NGO である Global 2000 による長年のキャン

ペーンの結果であるとされている。 
オーストリアに続き、スウェーデンの Stockholm Exergi AB 社が Värtaverket にある石炭火

力ベースのコジェネレーションプラントを予定より 2 年早く閉鎖し、スウェーデンは欧州におい

て石炭火力の廃止を実現した 3 番目の国となった。 
Europe Beyond Coal によると、2025 年までに脱石炭火力を予定しているのは、フランス

（2022 年）、スロバキア（2023 年）、ポルトガル（2023）、英国（2024 年）、アイルランド

（2025 年）およびイタリア（2025 年）の 6 ヵ国である。 
これに続き 2030 年までに、ギリシャ（2028 年）、オランダ（2029 年）、フィンランド

（2029 年）、ハンガリー（2030 年）およびデンマーク（2030 年）の 5 ヵ国が 2030 年までの脱

石炭火力を予定している。チェコ、スペインおよび北マケドニアは、石炭火力から撤退する期限

について議論している最中である。ドイツは最後の石炭火力発電所を 2038 年に閉鎖する予定で

ある。 
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オーストリア：ウィーンが世界で最もグリーンな都市 

Resonance Consultancy 社は、2020 年 4 月 22 日に世界で最もグリーンな都市のランキング

を発表した。これは、都市の持続可能な政策、再生可能エネルギーの利用、公共交通、水消費、

リサイクルおよび大気汚染の要素に基づいて評価されている。世界で最も人気の高い 50 の都市

のなかで、オーストリアのウィーンが第 1 位に選ばれた。 
ウィーンのあとには、ミュンヘン、ベルリン、マドリード、サンパウロ、マンチェスター、リ

スボン、シンガポール、アムステルダムおよびワシントンが続く。 
ウィーンは、特に公共交通部門で先行していると Resonance Consultancy 社は指摘している。

ウィーン人口（約 180 万人）のほぼ半分は、ウィーン全域の公共交通機関が乗り放題となる年間

パスを所有している。 
2019 年世界生活環境調査（Quality of Living Survey）という他のランキングでは、ウィーン

が 10 年連続で 1 位を維持している。同市はまた、持続可能性やイノベーションといった分野に

も力を入れている。オーストリア政府は、100 万台の屋上太陽光システムを設置する予定であり、

2040 年までに二酸化炭素排出量をゼロにすること、すなわちカーボンニュートラルを目指して

いる。 
さらに、ウィーンは建築基準法を変更し、すべての新たな建物に屋上太陽光発電の設置を義務

付けた。地方自治体は、住宅と教育機関を屋上太陽光システムの設置の対象とした上、建物の修

繕の際に太陽光発電設備を設置することが義務付けられている。 
ウィーン国際空港は、2020 年末までに Office Park と呼ばれる建物と 2 つのガレージにて太

陽光発電施設を設置する予定である。2019 年に設置した 4 台の太陽光発電施設を含めると、年

間出力は 3GWh 以上になる。これにより、100 台以上の電気バスなどに電力を供給する。 
また、オーストリアの芸術家である Hundertwasser 氏により設計されたごみ処理場、即ち

Waste-to-Energy プラントは、国外でも広く知られている。ウィーンには、廃棄物焼却により、

発電と地域暖房への熱供給を行う 4 つの Waste-to-Energy プラントがある。 
 
 
スイス：縦型太陽光発電所を開発 

スイスではアルプス向けの太陽光発電施設の開発が進んでいる。先日、スイスの電力企業

Axpo 社は Muttsee 貯水ダムに 2MW の太陽光施設の建設許可を得たと発表していたが、国営企

業である EWZ 社も同様の計画を発表した。 
Zurich に本社を置く EWZ 社は、 標高 2,100m にある Albigna 貯水ダムの壁面に 410 kW の

太陽光施設を設置する許可を得たと発表した。このプロジェクトでは、1,200 台以上の太陽光モ

ジュールが設置され、年間 500 MWh の再生可能エネルギーを生産する見通しである。 
同社は、2018 年 5 月に同サイトにいくつかの太陽光パネルを設置し、パイロットプロジェク

トの開発に取り組んでいた。Albigna 貯水ダムの南向きの壁面にさらなる太陽光パネルが設置さ

れる予定であり、年末までに完了するとみられる。Axpo 社プロジェクトは、2021 年の夏までに

完了する予定である。 
Albigna 貯水ダムにおけるパイロットプロジェクトでは、予想よりも多くの電力を生産してい

る。また、Axpo 社によると、高地太陽光発電システムの発電量はより低い地帯で行われるプロ

ジェクトの発電量を上回り、高地太陽光発電システムの年間発電量のほぼ半分は、日射量が多く

積雪による反射がある山岳地帯の冬季に生産されるとされている。 
一般より険しい傾斜角度がある太陽光パネルは、高地の積雪の多い地域での太陽光発電の可能

性を生み出すとスイスの研究者は提案している。また、高地太陽光発電施設は、スイスの 2050
年エネルギー戦略に貢献できると期待されている。 
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オーストリア：ウィーンが世界で最もグリーンな都市 

Resonance Consultancy 社は、2020 年 4 月 22 日に世界で最もグリーンな都市のランキング

を発表した。これは、都市の持続可能な政策、再生可能エネルギーの利用、公共交通、水消費、

リサイクルおよび大気汚染の要素に基づいて評価されている。世界で最も人気の高い 50 の都市

のなかで、オーストリアのウィーンが第 1 位に選ばれた。 
ウィーンのあとには、ミュンヘン、ベルリン、マドリード、サンパウロ、マンチェスター、リ

スボン、シンガポール、アムステルダムおよびワシントンが続く。 
ウィーンは、特に公共交通部門で先行していると Resonance Consultancy 社は指摘している。

ウィーン人口（約 180 万人）のほぼ半分は、ウィーン全域の公共交通機関が乗り放題となる年間

パスを所有している。 
2019 年世界生活環境調査（Quality of Living Survey）という他のランキングでは、ウィーン

が 10 年連続で 1 位を維持している。同市はまた、持続可能性やイノベーションといった分野に

も力を入れている。オーストリア政府は、100 万台の屋上太陽光システムを設置する予定であり、

2040 年までに二酸化炭素排出量をゼロにすること、すなわちカーボンニュートラルを目指して

いる。 
さらに、ウィーンは建築基準法を変更し、すべての新たな建物に屋上太陽光発電の設置を義務

付けた。地方自治体は、住宅と教育機関を屋上太陽光システムの設置の対象とした上、建物の修

繕の際に太陽光発電設備を設置することが義務付けられている。 
ウィーン国際空港は、2020 年末までに Office Park と呼ばれる建物と 2 つのガレージにて太

陽光発電施設を設置する予定である。2019 年に設置した 4 台の太陽光発電施設を含めると、年

間出力は 3GWh 以上になる。これにより、100 台以上の電気バスなどに電力を供給する。 
また、オーストリアの芸術家である Hundertwasser 氏により設計されたごみ処理場、即ち

Waste-to-Energy プラントは、国外でも広く知られている。ウィーンには、廃棄物焼却により、

発電と地域暖房への熱供給を行う 4 つの Waste-to-Energy プラントがある。 
 
 
スイス：縦型太陽光発電所を開発 

スイスではアルプス向けの太陽光発電施設の開発が進んでいる。先日、スイスの電力企業

Axpo 社は Muttsee 貯水ダムに 2MW の太陽光施設の建設許可を得たと発表していたが、国営企

業である EWZ 社も同様の計画を発表した。 
Zurich に本社を置く EWZ 社は、 標高 2,100m にある Albigna 貯水ダムの壁面に 410 kW の

太陽光施設を設置する許可を得たと発表した。このプロジェクトでは、1,200 台以上の太陽光モ

ジュールが設置され、年間 500 MWh の再生可能エネルギーを生産する見通しである。 
同社は、2018 年 5 月に同サイトにいくつかの太陽光パネルを設置し、パイロットプロジェク

トの開発に取り組んでいた。Albigna 貯水ダムの南向きの壁面にさらなる太陽光パネルが設置さ

れる予定であり、年末までに完了するとみられる。Axpo 社プロジェクトは、2021 年の夏までに

完了する予定である。 
Albigna 貯水ダムにおけるパイロットプロジェクトでは、予想よりも多くの電力を生産してい

る。また、Axpo 社によると、高地太陽光発電システムの発電量はより低い地帯で行われるプロ

ジェクトの発電量を上回り、高地太陽光発電システムの年間発電量のほぼ半分は、日射量が多く

積雪による反射がある山岳地帯の冬季に生産されるとされている。 
一般より険しい傾斜角度がある太陽光パネルは、高地の積雪の多い地域での太陽光発電の可能

性を生み出すとスイスの研究者は提案している。また、高地太陽光発電施設は、スイスの 2050
年エネルギー戦略に貢献できると期待されている。 
 
 
 
  

アイルランド：2020 年の再生可能エネルギー目標は未達となる見通し 
アイルランドの持続可能エネルギー局（The Sustainable Energy Authority of Ireland）の最

新レポートによると、陸上風力発電を大幅に開発しているにもかかわらず、同国の 2020 年の再

生可能エネルギー目標は未達となる見通しである。 
アイルランドの 2018 年の再生可能エネルギー割合は 11％であり、2020 年までの目標は 16％

である。この 2020 年の目標達成の進捗状況は、欧州 28 加盟国のなかで 26 番目である。 
このレポートは、電力、輸送および熱の 3 部門を対象に調査したものである。電力部門におい

ては再生可能エネルギーが 33％占めており、EU28 加盟国のなかで 12 番目である。この主な原

因としては、風力発電の増加が挙げられる。アイルランドの全発電量における風力発電の割合は、

EU のなかで 2 番目に大きいものである。 
それに対し、アイルランドの輸送部門と熱部門における再生可能エネルギーへの取り組みが不

十分であると指摘されている。輸送部門では、最も多くのエネルギーが消費され、その 97%を石

油ベースのエネルギー源が占めている。 
熱部門においては、化石燃料が 93％を占め、欧州で 27 番目である。この熱部門における再生

可能エネルギー普及低迷が、アイルランドの 2020 年目標が未達となる主な原因であると同レポ

ートは指摘している。 
 
 
オランダ：Vattenfall 社と Hyundai 社は EV 向けの充電ネットワークで連携 
スウェーデンの Vattenfall 社と韓国の自動車メーカーである Hyundai 社は、オランダの顧客

向けに EV の充電器と充電カードの販売サービスを開発することにおいて、連携する計画を発表

した。 
すべての機能が搭載されたオールインワンの「充電ボックス」は、顧客の家庭や企業サイトに

設置される予定である。Vattenfall 社の充電カードの取得により、Hyundai 車の所有者は公共の

InCharge 充電ステーションで EV を充電できるようになる。 
Vattenfall 社は、現在 16,000 台の充電ステーションを運営しており、オランダ、ドイツ、ス

ウェーデンおよびノルウェーをカバーする北欧最大の充電ネットワークを構築することに取り組

んでいる。 
オランダの 2019 年の新車登録台数における EV の割合は 15％であり、世界で有数の水準であ

る。Hyundai 社は、今後 5 年間にわたって EV と持続可能なモビリティの開発に 870 億ユーロ

を投資する予定である。 
 
 
ベルギー：Northwester 2 洋上風力発電所が運転開始 
再生可能エネルギーの開発を手掛けるベルギーの Parkwind 社は、219MW の Northwester 2

洋上風力発電所を 10 ヶ月以内に完工したと発表した。この風力発電所は、MHI Vestas 社の

9.5MW の V164 タービン 23 基から構成されている。 
Northwester 2 発電所は、ベルギーの 7 番目の洋上風力発電所であり、同国の洋上風力発電設

備の総容量を 1,776MW に引き上げる。2020 年末までにエネルギー需要の 10％を洋上風力発電

で賄うというベルギーの目標に貢献することが期待されている。 
Parkwind 社は現在、ドイツで Arcadis Ost 1 プロジェクトおよびアイルランドで Oriel プロ

ジェクトを開発している。この 2 つの洋上風力発電容量は合計 577MW である。また、欧州、ア

ジアおよび米国におけるさらなる洋上風力発電プロジェクト開発を検討している。 
 
 
スペイン：Repsol 社は最初の太陽光発電所の建設に取り組む 
スペインのエネルギー大手である Repsol 社は、Ciudad Real 市にて 126MW の太陽光発電所

を建設するという同社初の太陽光発電プロジェクトを発表した。Manzanares 地方自治体に設置

される 1 億ユーロ相当のプロジェクトには、45MW、45MW および 36MW の 3 基の太陽光発電

所の建設が含まれている。同発電所は 2021 年に商用運営を開始する予定である。 
また、Badajoz 市での 2 億ユーロ相当の Valdesolar と呼ばれる太陽光発電プロジェクトに関

する建設作業が間もなく開始する予定である。 
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スペインにおける Repsol 社の最初の再生可能エネルギーのプロジェクトは、Zaragoza 州と

Teruel 州で設置される Delta 風力発電プロジェクトである。89 台のタービンからなる 335MW
の風力発電所は、2020 年末に運転を開始する予定である。 

Repsol 社の Kappa、Delta および Valdesolar の 3 つのプロジェクトに対する総投資額は 6 億

ユーロである。 
新型コロナウイルスの感染が拡大するなか、同社はプロジェクトの建設において、建設チーム

を最大 4 人に制限することや、安全距離を 2m 確保する安全措置を導入すると発表した。 
Repsol 社は現在、EDPR 社、Engie 社および Principal Power 社とともに浮体式風力発電所

を設置するプロジェクトを含む合計 7 つの再生可能エネルギーに関わるプロジェクトに取り組ん

でいる。同社の再生可能エネルギーの総設備容量は 2GW 以上である。 
さらに同社は 2020 年の初めに、完全に再生可能エネルギーに基づく太陽光発電のコミュニテ

ィのサービスをスペインに導入した。 
 
 
スペイン：Hunosa Grupo 社は石炭から地熱暖房への移行に取り組み 
スペインの Grupo Hunosa 社は、鉱山地帯の地熱エネルギーを使用する 6MW のコジェネレ

ーションシステムを設置し、石炭から再生可能エネルギーへの移行を進める。Grupo Hunosa 社

と Oviedo in Asturias 大学が協力する同プロジェクトは、スペイン最大の地域暖房プロジェクト

となる。 
2 台のポンプにより、Barredo 鉱山地帯の深さ 85m および 95m の地熱井から温水を汲み上げ、

Mieres キャンパス、病院および住宅プロジェクトに供給している。新設容量は 2MW であり、

既設の 4MW の設備と合わせて年間出力は 2.88GWh である。 
このプロジェクトにより、従来の技術と比較して CO2 排出量は 440t 減少し、年間 12 万ユー

ロの価値を生み出すと推定されている。 
3 台のユニットから構成されている上記のポンプの能力は、330m3/h であり 90 kW の出力が

必要である。地熱井の水の温度は常に 23 度であり、一般的に、100m 深くなるにつれ 1～3 度高

くなる。 
プロジェクトの投資額は 150 万ユーロであり、3 分の 1 は欧州地域開発基金が負担する。 
PP（ポリプロピレン）パイプは、エラストマー材料で断熱されている。このシステムはエネ

ルギー需要の 86.5％を占め、暖房需要をほぼ完全に賄っている。 
スペイン北部にある Asturias 州では、時代遅れの産業の消滅に伴い、人口が急減している。

Mieres キャンパスでのプロジェクトは、地域社会を支援し、生活の質を向上させることを目指

している。 
地熱施設の利点の一つとして、大学や高校への水を一般より高い温度で供給できることが挙げ

られる。 
 
 
スペイン：50MW の太陽光発電プロジェクトを開発開始 
スペインでは、新型コロナウイルスの感染拡大により 4 月 3 日から 4 月 13 までの 10 日間に

わたり必要不可欠な部門を除くすべての建設作業の停止を義務付ける措置が講じられた。これは、

太陽光発電プロジェクトの建設にも影響を及ぼした。 
この措置が失効したのち、Ibox Energy 社は南スペインの Posadas での 50MW の太陽光発電

プロジェクトの建設を開始すると発表した。 
北京に本社を置く EPC PowerChina Group 社がプロジェクトの建設を担当し、建設作業には

約 200 人が従事する見通しである。 
新型コロナウイルスの感染拡大を可能な限り抑制するために、マスクと手袋の着用、ソーシャ

ルディスタンスおよび時差勤務といった安全措置が導入される。 
Ibox Energy 社によると、50MW の太陽光発電所の建設に使用される主要機器の調達に関する

問題はなかったが、特定の機器の調達に遅れがある。 
新型コロナウイルスによる経済停滞を原因とした電力価格の下落により、太陽光発電プロジェ

クトの投資調達にも問題が発生する恐れがある。しかし、3,700 万ユーロの投資が必要である

Ibox Energy 社のプロジェクトでは、融資の流れが順調に進んだと同社は報告している。 
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スペインにおける Repsol 社の最初の再生可能エネルギーのプロジェクトは、Zaragoza 州と

Teruel 州で設置される Delta 風力発電プロジェクトである。89 台のタービンからなる 335MW
の風力発電所は、2020 年末に運転を開始する予定である。 

Repsol 社の Kappa、Delta および Valdesolar の 3 つのプロジェクトに対する総投資額は 6 億

ユーロである。 
新型コロナウイルスの感染が拡大するなか、同社はプロジェクトの建設において、建設チーム

を最大 4 人に制限することや、安全距離を 2m 確保する安全措置を導入すると発表した。 
Repsol 社は現在、EDPR 社、Engie 社および Principal Power 社とともに浮体式風力発電所

を設置するプロジェクトを含む合計 7 つの再生可能エネルギーに関わるプロジェクトに取り組ん

でいる。同社の再生可能エネルギーの総設備容量は 2GW 以上である。 
さらに同社は 2020 年の初めに、完全に再生可能エネルギーに基づく太陽光発電のコミュニテ

ィのサービスをスペインに導入した。 
 
 
スペイン：Hunosa Grupo 社は石炭から地熱暖房への移行に取り組み 
スペインの Grupo Hunosa 社は、鉱山地帯の地熱エネルギーを使用する 6MW のコジェネレ

ーションシステムを設置し、石炭から再生可能エネルギーへの移行を進める。Grupo Hunosa 社

と Oviedo in Asturias 大学が協力する同プロジェクトは、スペイン最大の地域暖房プロジェクト

となる。 
2 台のポンプにより、Barredo 鉱山地帯の深さ 85m および 95m の地熱井から温水を汲み上げ、

Mieres キャンパス、病院および住宅プロジェクトに供給している。新設容量は 2MW であり、

既設の 4MW の設備と合わせて年間出力は 2.88GWh である。 
このプロジェクトにより、従来の技術と比較して CO2 排出量は 440t 減少し、年間 12 万ユー

ロの価値を生み出すと推定されている。 
3 台のユニットから構成されている上記のポンプの能力は、330m3/h であり 90 kW の出力が

必要である。地熱井の水の温度は常に 23 度であり、一般的に、100m 深くなるにつれ 1～3 度高

くなる。 
プロジェクトの投資額は 150 万ユーロであり、3 分の 1 は欧州地域開発基金が負担する。 
PP（ポリプロピレン）パイプは、エラストマー材料で断熱されている。このシステムはエネ

ルギー需要の 86.5％を占め、暖房需要をほぼ完全に賄っている。 
スペイン北部にある Asturias 州では、時代遅れの産業の消滅に伴い、人口が急減している。

Mieres キャンパスでのプロジェクトは、地域社会を支援し、生活の質を向上させることを目指

している。 
地熱施設の利点の一つとして、大学や高校への水を一般より高い温度で供給できることが挙げ

られる。 
 
 
スペイン：50MW の太陽光発電プロジェクトを開発開始 
スペインでは、新型コロナウイルスの感染拡大により 4 月 3 日から 4 月 13 までの 10 日間に

わたり必要不可欠な部門を除くすべての建設作業の停止を義務付ける措置が講じられた。これは、

太陽光発電プロジェクトの建設にも影響を及ぼした。 
この措置が失効したのち、Ibox Energy 社は南スペインの Posadas での 50MW の太陽光発電

プロジェクトの建設を開始すると発表した。 
北京に本社を置く EPC PowerChina Group 社がプロジェクトの建設を担当し、建設作業には

約 200 人が従事する見通しである。 
新型コロナウイルスの感染拡大を可能な限り抑制するために、マスクと手袋の着用、ソーシャ

ルディスタンスおよび時差勤務といった安全措置が導入される。 
Ibox Energy 社によると、50MW の太陽光発電所の建設に使用される主要機器の調達に関する

問題はなかったが、特定の機器の調達に遅れがある。 
新型コロナウイルスによる経済停滞を原因とした電力価格の下落により、太陽光発電プロジェ

クトの投資調達にも問題が発生する恐れがある。しかし、3,700 万ユーロの投資が必要である

Ibox Energy 社のプロジェクトでは、融資の流れが順調に進んだと同社は報告している。 

補助金なしで建設される同プロジェクトは、Ibox Energy 社と Triodos 銀行から資金調達して

いる。50MW の太陽光発電所は、電力取引を手掛ける Nexus Energía 社に電力を供給する予定で

ある。Ibox Energy 社によると、50MW のプロジェクトは 2020 年末までに完了する予定である。 
スペインにおける Ibox Energy 社の太陽光発電設備容量は 1.5GW 以上である。同社は、今後

2 年間にわたってスペイン各地にさらなる太陽光発電プロジェクトを完了させる見通しである。 
 
 

スペイン：屋上太陽光発電システム向けの PHPS 技術を開発 
マドリード工科大学は、屋上太陽光発電システムから生産される電力を熱エネルギーとして貯

蔵し、日照がないときに使用するという「power-to-heat-to-power storage」即ち PHPS 技術の

実現可能性を検討している。マドリードで検討された家庭用システムでは、高効率のヒートポン

プと太陽光収集器が設置されている。 
トリジェネレーション即ち CCHP（combined cooling, heating and power）技術には、住宅

用の熱供給と暖房の低温かつ中温、およびコジェネレーション向けの高温という 2 つの蓄熱が含

まれている。住宅用の蓄熱は、冷暖房に使用できる。 
マドリード大学によると、グリッド電力と燃料の価格、および太陽光発電設備のコストと生産

性といった要素は、トリジェネレーションシステムの最適規模に影響を及ぼす。マドリード大学

の研究者は、太陽光発電システムにおいて 900～1,200 ユーロ/kW のコストで見積っており、

PHPS の収益性を電力節約量から算出している。 
住宅用の PHPS システムの設置により、70％以上のエネルギー節約に繋がると研究者は想定

している。しかし、同システムの投資回収期間は、12～15 年間となっている。経済状況が良好

であれば、熱から電力への変換効率が低い（20～30％）場合でも同様の回収期間で回収できる

と研究者は指摘している。 
高温の蓄熱での熱損失により、PHPS システムにおける太陽光発電の自己消費率が 40～60％

になると予測されている。これらの損失を最小化するために、中・低温での超高密度の蓄熱器や、

より高度な断熱システムの開発が必須であると研究者は述べた。 
 
 
イタリア：スペインの Powertis 社は 500MW の太陽光発電プロジェクトを設置 
スペインのエネルギー企業である Powertis 社は、再生可能エネルギーの拡大計画の一環とし

て、イタリアの Basilicata 州、Puglia 州、Sicily 州、Sardinia 州および Lazio 州にて合計

500MW の太陽光発電施設を設置するプロジェクトを発表した。 
同社は、2023 年までに 1GW の投資可能な資産を所有することを目指している。イタリアは、

国家エネルギー・気候変動計画「NECP」の一環として、2030 年には太陽光発電設備容量を

30GW 以上まで増加することを目標としている。 
イタリアやブラジルなどの欧州とラテンアメリカ市場に参入している Powertis 社は、拡大計

画により、再生可能エネルギーの容量を 2GW まで増加することを期待している。 
2019 年 9 月、同社は太陽光発電プロジェクトの開発、融資、建設および運営への投資を発表

した。ブラジルの Minas Gerais 州 Sao Paulo 州にて 765MW の太陽光発電プロジェクトを設置

する予定である。 
 
 
デンマーク：2019 年の石炭消費量は最低水準を記録 
デンマークのエネルギー庁は、2019 年のエネルギー統計レポートを発表した。デンマークの

石炭消費は、2018 年比で 43％減少し、エネルギー消費量に占める割合はわずか 5％となった。

また、同国の 2019 年のエネルギー消費量は、前年比で 3.4％減少し、エネルギー消費からの

CO2排出量は約 6％減少した。 
2019 年に消費された石炭は 39PJ まで減少し、デンマークのエネルギー庁のエネルギー統計

に関するデータの収集開始以来、過去 50 年間で最低の水準となった。この要因は、デンマーク

のエネルギー総消費量が 3.4％減少し、また、近隣諸国からの電力輸入は増加したことにより、

エネルギー消費における再生可能エネルギーの割合が増加したことにある。エネルギー消費量に

占める再生可能エネルギーの割合は、2018 年の 32.9％から 35％に増加した。 
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デンマークの一次エネルギー生産量は、石油と天然ガスの生産量がそれぞれ 11.4％と 25.7％
減少しために、2019 年に 10.3％減少した。北海における石油と天然ガスの生産量も過去数年間

にわたって減少傾向にあり、特に Tyra サイトの 2019 年～2022 年までの一時的閉鎖と再開発は、

ガス生産量に大幅な影響を及ぼしていた。 
一方、再生可能エネルギーの生産量は 4.2％増加し、好ましい傾向である。この増加は、風力

発電量とバイオガス生産量の増加が原因とみられる。 
 
 

フィンランド：Power-to-X プロジェクトは 100 万ユーロの補助金を取得 
フィンランドの技術開発企業 Wärtsilä 社は、Power-to-X（P2X）技術に関する研究を促進す

るために、フィンランド国営企業 Business Finland 社から 100 万ユーロの補助金を受ける。 
Wärtsilä 社の X-Ahead と呼ばれるプロジェクトは、P2X の技術的かつ経済的なポテンシャル

を活用することを目指し、フィンランドの経済をカーボンニュートラル経済へ移行する取り組み

を後押しするとみられる。 
P2X は、再生可能エネルギーで発電した電力、空気や排ガスから回収された CO2、水素など

から、カーボンニュートラルおよび再生可能な合成燃料を生産する技術である。将来的には、化

石燃料がそれらの再生可能な合成燃料により置き換えられると Wärtsilä 社は述べた。 
X-Ahead プロジェクトでは、Wärtsilä は大学、研究機関や中小企業からなるネットワークを

設立する予定である。これは P2X に関する研究の促進に繋がると期待されている。プロジェク

トは 2020 年に開始する予定であり、2 年半の期間が必要であると予測されている。 
 
 
スウェーデン：スウェーデン最初の木製の風力発電タワーが製造 
スウェーデンの Gothenburg 近郊では、同国最初の木製の風力発電タワーが製造された。木材

加工技術企業 Modvion 社は、金属製の風力発電タワーに匹敵するモジュール設計を開発した。 
従来の風力発電タワーと比較して、Modvion 社の木製風力発電タワーはより安価に製造でき

るるため、風力発電の生産コストの削減に繋がると同社は主張している。 
また、金属の代わりに木材を利用すると、製造工程の CO2 排出量を削減できるため、木製の

風力発電タワーは環境面でも大きな利点がある。木材の CO2 回収と貯留特性により、運転開始

段階からカーボンニュートラルを実現できる。 
このプロジェクトは、2022 年までに商業向けの木製風力発電タワーの製造を開始することを

目指しいる。 
 
 

ノルウェー：EV が 4 月に登録された新車の約 50％を占める 
ノルウェーでは、4 月に 3,671 台の新たな EV が登録され、同月の新車登録の 49.4％を占めた。

EV の新車登録のなかで、Audi 社の e-tron と呼ばれるモデルが最も大きな割合を占めた。 
EV の新車登録は、2019 年同期比で 17.7％減少した。この主な原因は、新型コロナウイルス

の感染拡大とみられる。EV だけではなく、すべての車両における新車登録は、2019 年同期比で

34％減少した。 
3,671 台の EV の新車登録に加え、4 月には 2,084 台のハイブリッド車が登録され、28.1％の

割合を占めた。ハイブリッド車の新車登録は、2019 年同期比で 14.2％減少した。2,084 台のハ

イブリッド車には、1,497 台のプラグインハイブリッド車が含まれている。プラグインハイブリ

ッド車の新車登録は、2019 年同期比で 31.2％増加した。 
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デンマークの一次エネルギー生産量は、石油と天然ガスの生産量がそれぞれ 11.4％と 25.7％
減少しために、2019 年に 10.3％減少した。北海における石油と天然ガスの生産量も過去数年間

にわたって減少傾向にあり、特に Tyra サイトの 2019 年～2022 年までの一時的閉鎖と再開発は、

ガス生産量に大幅な影響を及ぼしていた。 
一方、再生可能エネルギーの生産量は 4.2％増加し、好ましい傾向である。この増加は、風力

発電量とバイオガス生産量の増加が原因とみられる。 
 
 

フィンランド：Power-to-X プロジェクトは 100 万ユーロの補助金を取得 
フィンランドの技術開発企業 Wärtsilä 社は、Power-to-X（P2X）技術に関する研究を促進す

るために、フィンランド国営企業 Business Finland 社から 100 万ユーロの補助金を受ける。 
Wärtsilä 社の X-Ahead と呼ばれるプロジェクトは、P2X の技術的かつ経済的なポテンシャル

を活用することを目指し、フィンランドの経済をカーボンニュートラル経済へ移行する取り組み

を後押しするとみられる。 
P2X は、再生可能エネルギーで発電した電力、空気や排ガスから回収された CO2、水素など

から、カーボンニュートラルおよび再生可能な合成燃料を生産する技術である。将来的には、化

石燃料がそれらの再生可能な合成燃料により置き換えられると Wärtsilä 社は述べた。 
X-Ahead プロジェクトでは、Wärtsilä は大学、研究機関や中小企業からなるネットワークを

設立する予定である。これは P2X に関する研究の促進に繋がると期待されている。プロジェク

トは 2020 年に開始する予定であり、2 年半の期間が必要であると予測されている。 
 
 
スウェーデン：スウェーデン最初の木製の風力発電タワーが製造 
スウェーデンの Gothenburg 近郊では、同国最初の木製の風力発電タワーが製造された。木材

加工技術企業 Modvion 社は、金属製の風力発電タワーに匹敵するモジュール設計を開発した。 
従来の風力発電タワーと比較して、Modvion 社の木製風力発電タワーはより安価に製造でき

るるため、風力発電の生産コストの削減に繋がると同社は主張している。 
また、金属の代わりに木材を利用すると、製造工程の CO2 排出量を削減できるため、木製の

風力発電タワーは環境面でも大きな利点がある。木材の CO2 回収と貯留特性により、運転開始

段階からカーボンニュートラルを実現できる。 
このプロジェクトは、2022 年までに商業向けの木製風力発電タワーの製造を開始することを

目指しいる。 
 
 

ノルウェー：EV が 4 月に登録された新車の約 50％を占める 
ノルウェーでは、4 月に 3,671 台の新たな EV が登録され、同月の新車登録の 49.4％を占めた。

EV の新車登録のなかで、Audi 社の e-tron と呼ばれるモデルが最も大きな割合を占めた。 
EV の新車登録は、2019 年同期比で 17.7％減少した。この主な原因は、新型コロナウイルス

の感染拡大とみられる。EV だけではなく、すべての車両における新車登録は、2019 年同期比で

34％減少した。 
3,671 台の EV の新車登録に加え、4 月には 2,084 台のハイブリッド車が登録され、28.1％の

割合を占めた。ハイブリッド車の新車登録は、2019 年同期比で 14.2％減少した。2,084 台のハ

イブリッド車には、1,497 台のプラグインハイブリッド車が含まれている。プラグインハイブリ

ッド車の新車登録は、2019 年同期比で 31.2％増加した。 
 
 
  

デンマーク：フェロー諸島における潮力発電の役割 
デンマークのフェロー諸島では、商業用の潮力発電からの再生可能エネルギーは、同島におけ

る重要な電源となるとフェロー諸島の電力企業である SEV 社の年次報告書で報告されている。 
同報告書によると、フェロー諸島における電力需要は 2017 年の 350 GWh から 2030 年には

600 GWh に増加すると予測されている。この増加の主な原因として、経済成長および暖房や輸

送部門を含めフェロー諸島の 2030 年までの 100％再生可能エネルギーへの取り組みに伴いエネ

ルギー使用の変更が挙げられる。電源として、SEV 社は 150MW～200MW の潮力発電設備容量

を期待している。 
フェロー諸島の主要な 18 の島の間には、潮力発電ピークフローの時差があり、従って、様々

な場所に潮力発電タービンを設置することで海洋からの再生可能ベースロードを常に活用できる

という。 
フェロー諸島における潮力発電のポテンシャルを把握するために、SEV 社とスウェーデンの

海洋エネルギー開発企業である Minesto 社は現在、Deep Green と呼ばれる Minesto 社の特許の

潮汐カイト技術による 2 基のグリッド接続タービンというパイロットプロジェクトの準備に取り

組んでいる。 
このプロジェクトは、EU の Horizon2020 というプログラムおよびスウェーデンのエネルギー

庁から補助金を受けている。 
 
 
ギリシャ：500kW のバイオガス発電所を建設 

ギリシャの Weltec Biopower 社は、今夏にバイオガス発電所の建設を開始すると発表した。

Tetoros Machinery 社とともに建設する 500kW の発電所は、11 月中旬に竣工する予定である。

プラントの主な投資家は、ギリシャで最大の食肉処理場を所有する企業である。 
ギリシャの研究機関 CRES によると、ギリシャでは畜産と食肉処理からの廃棄物が年間 1,750

万 t にのぼる。これは、約 370MW のバイオガス容量に相当する。現在、ギリシャの総設備容量

は約 83MW である。Weltec Biopower 社の新たな施設は、この廃棄物を使用し、エネルギーを

生産する見通しである。 
嫌気性消化により、同発電所は家畜肥料と食肉処理の残渣をバイオガスに変換する。また、生

産プロセスからの廃水および食肉処理場と農家からの脂肪分もこの施設で処理される。 
Weltec Biopower 社によると、ギリシャの投資家は、同国の多様な原材料を活用するためのあ

らゆる発電所を検討している。上記のようなバイオガス発電所は、ギリシャの 2021 年～2030 年

国家エネルギー・気候変動計画に従い、2030 年までにギリシャの再生可能エネルギーの発電量

を 30％～60％に倍増することに貢献できるという。 
今後 10 年間にわたって、ギリシャは同様のプロジェクトに約 90 億ユーロを投資する予定であ

る。同期間には、同国のバイオガスとバイオマスの設備容量は 3 倍になると予想されている。投

資を安定して確保するために、新しい法律が導入されると Weltec Biopower 社は期待している。 
Tetoros Machinery 社と Weltec Biopower 社は、2007 年以来ギリシャのエネルギー生産にお

いて連携している。18 基のバイオガス発電所への取り組みにより、両社はギリシャのバイオガ

ス市場で先行している。 
 
 
ポーランド：褐炭燃焼ボイラーをバイオマス燃焼ボイラーに転換 
フィンランドの技術開発企業 Valmet 社は、ポーランドの Konin 発電所にて褐炭燃焼ボイラー

をバイオマス燃焼ボイラーに転換することに取り組んでいる。Konin 発電所は 1950 年代に建設

されたもので、ポーランド最古の褐炭火力発電所である。 
同社は、ボイラーの転換に関してポーランドのエネルギー企業 Zespol Elektrowni Patnow-

Adamow-Konin 社（ZE PAK）と 2,000 万ユーロの契約を締結した。 
Valmet 社は流動床（BFB）の技術によりボイラーを変換し、無触媒脱硝のソリューションを

供給することで、Konin 発電所の窒素酸化物（NOx）の排出量を削減する予定である。 
Konin 発電所の新たなボイラーは、2021 年までに竣工する予定である。バイオマスが主な燃

料となり、発電容量は約 100MWe に達する見通しである。 
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マルタ：クリーン自動車を促進するスキームを導入 
マルタ政府は、クリーンな新車への買い替えを補助する制度を導入したと発表した。この 350

万ユーロのスキームでは、エンジン自動車を廃車し、電気自動車（EV）に買い替える場合に、

400～6,000 ユーロ程度が補助される。 
マルタ輸送省の Borg 大臣によると、同政府はクリーンモビリティを促進するために 4 つのプ

ログラムを開始した。 
このスキームは、電動自転車、カーゴバイク、オートバイ、四輪車および EV などに対する補

助金を対象にしている。エンジン自動車を廃止し、より環境に優しい自動車に買い替える場合に

最大 900 ユーロが補助される。10 年以上使用された自動車で環境基準を満たした新車に買い替

える場合に、追加の 1,000 ユーロが補助される予定である。 
旧車を廃車としない場合でも、EV を購入する場合に 6,000 ユーロ、および 3 年以下の中古の

EV を買う場合に 2,000 ユーロの補助金を支給する。また、電動自転車に 400 ユーロ、電気カー

ゴバイクに 2,000 ユーロ、そして電動バイクやモペッドなどの他の車両では車種によって 400～
6,000 ユーロが補助されることになっている。 
欧州委員会は 2018 年に、マルタの EV および代替燃料への移行に向けたインフラ開発に関す

る国家計画策定への取り組みが不十分であると非難した。今回の動きで、マルタは環境に優しい

インフラへの移行に本格的に取り組むと考えられる。 
 
 
セルビア：425 万ユーロをエネルギー効率改善に投資 
セルビア政府は、エネルギー効率改善に向けた財務活動および措置の一環として、2020 年に

エネルギー効率改善に関するプロジェクトに 425 万ユーロの補助金を提供する予定である。この

プログラムは、当局、地方自治体および法人により実施される見通しである。 
セルビア政府により提供される補助金は、建物の断熱、建物内の冷暖房システムの近代化、室

内照明システム、太陽光収集器および公共照明の設置、そして従業員の訓練向けに使用される予

定である。 
また、鉱業とエネルギー省は、2019 年の予算基金によって資金提供された地方自治体のエネ

ルギー効率改善プロジェクトに関わる特別文書を発行する予定である。これは、公共照明システ

ムの近代化に注力する。 
セルビア政府の 2020 年の 1 次エネルギー消費量の目標は 17,981Mtoe であり、最終エネルギ

ー消費量の目標は 13,103 Mtoe である。この目標は、2017 年～2023 年のエネルギー部門の開発

計画により設定されているものである。 
エネルギー効率の改善に向けた財務活動および措置の 2020 年の目標は以下のとおりである。 

 高効率製品と最新技術を活用することでエネルギー節約を促進 
 再生可能エネルギーの自家消費 
 温室効果ガス削減による環境保護の強化 
 エネルギー効率の重要性に関する市民の意識を向上 

 
 
コソボ：世界銀行は再生可能エネルギーとエネルギー効率に融資 
コソボ財務省と世界銀行の一部である国際開発協会は 940 万ユーロの融資契約を結んだ。これ

は、コソボと世界銀行が実施する再生可能エネルギー及びエネルギー効率プロジェクトに関わる

取り組みの一環である。 
3,250 万米ドル相当の再生可能エネルギーとエネルギー効率のプロジェクトは、2014 年 6 月

に開始し、今年 8 月に完了する予定である。 
2019 年の 10 月までに実施された措置により、公共建物の暖房用の化石燃料の使用量が 1,564t

削減しており、コソボは 2,500t の削減を目指している。同国の年間エネルギーコストの節約は、

2019 年 10 月までに 187 万ドルを達成しているが、目標は 450 万ドルであった。 
このプロジェクトは、①エネルギー効率、再生可能エネルギーおよび公共建物への投資、②

再生可能エネルギーの開発とエネルギー効率の向上に向けた政策と規制支援、③プロジェクト

の実施支援という 3 つの柱からなっている。 
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●米国環境産業動向 

 
 

○運輸省道路交通安全局および環境保護庁、2021-2026 年型車の燃費基準を最終決定 
米国運輸省道路交通安全局（NHTSA）および環境保護庁（EPA）は 3 月 31 日、「安全かつ適

切な費用負担の自動車燃費基準 （Safer Affordable Fuel-Efficient、以下 SAFE)」の最終案を発

表した。SAFE はメーカー平均燃費（CAFE）と CO2 排出基準を示したもので、同基準は 2021
年～2026 年型の乗用車・小型トラックに適用される。EPA は最終案の中で、SAFE はトランプ

大統領の約束した、自動車産業を活性化させ米国の経済と国民の安全に貢献する国家基準である

と発表。CAFE と CO2 排出基準は 2012 年の段階では毎年約 5％の引上げが義務付けられていた

のに対し、今回発表された基準では、引き上げ率は 2026 年型まで年 1.5％へと緩和される。 
2026 年型に要求される自動車業界全体の平均燃費は、2012 年基準では 46.7mpg、新基準では

40. 4mpgになると試算される。新基準の導入により、規制に関するコストは2029年型までに1000
億ドル削減され、これにより米国の自動車業界の競争力が高められると予想されており、NHTSA
及び EPA は 2029 年型までに新車販売台数が 270 万台増加すると予測している。 

 
○リビアン、EV の発売を 2021 年に延期 
電気ピックアップトラックベンチャー企業のリビアンは 4 月 6 日、新型コロナウイルスの感染

拡大により、電気ピックアップや電気 SUV の発売時期を 2020 年後半から 2021 年に延期したと

発表した。リビアンはミシガン州プリマスの本部やイリノイ州ノーマルの工場、エンジニアが自

動運転技術に取り組んでいるカリフォルニア州サンノゼとアーバインの拠点など、数州の施設で

2000 人超を雇用しているが、3 月末には新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全施設の閉鎖を

決定した。 
アマゾンとフォードはリビアンのパートナーとして、リビアンはそれぞれ 7 億ドル、5 億ドル

の資金調達を受けており、フォード傘下のリンカーンとは電気自動車の開発において協業してい

る。アマゾンはリビアンに電気自動車の配達バン 10 万台を発注しており、2021 年より納車され

る見込みとなっていた。 
 
○米国「クリーンエネルギー」従事者、今後数か月で 15％減少と予想 
 新型コロナウイルスによるパンデミックの影響により、米国の「クリーンエネルギー」セクタ

ーに従事する職員のうち 10 万 6 千人超が 3 月時点で失業したと Environmental Entrepreneurs 
(E2)、American Council on Renewable Energy (ACORE)、BW Research Partnership などの環

境団体らが米国労働省のデータを基に発表した。これらの団体は、トランプ政権および議会がな

んらかの実質的な措置を講じない限り、今後数か月で同セクターの 15％に当たる 50 万人超の職

員が失業すると予想している。 
 クリーンエネルギー産業には太陽や風力などの再生可能エネルギー、エネルギー貯蔵、エネル

ギー効率、クリーン燃料などの領域が含まれるが、特に再生可能エネルギーのセクターは、パン

デミックの拡大のもたらすプライチェーンの停滞や工場の閉鎖により、電気自動車の製造会社か

ら太陽光パネルの設置業者まで、影響を受けている層が甚大であると推測される。英国の環境リ

サーチ会社の Wood Mackenzie 社は今回の発表を受け、2020 年の太陽光発電システムの導入予

想数を、全世界でパンデミック以前の 129.5 GW から 18％減少の 106.4 GW へと下方修正した。 
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○米エネルギー業界、FRB の企業向け融資制度の適用を望むも拒否か 
 民主党議員二人は 4 月 23 日、米連邦準備理事会 (Federal Reserve System、以下 FRB) に対

し、国内のエネルギー業界が 6000 億ドルの企業向け融資制度を利用して債務返済に充てられる

よう条件を変更すべきだとする同業界の要望を拒否するよう求めた。 
同制度は、新型コロナウイルスの感染拡大により打撃を受けた中小企業の支援を目的とする。

議員らはパウエル FRB 議長に対し、「この要望に応じれば、自らの債務と長期的な衰退下で苦境

に立つエネルギー業界を救済することとなり、納税者の税金の誤用につながる」とし、世界各国

の政府が気候変動に対処する中、再生可能エネルギーの価格が下がり、石油・ガス資産構造に根

本的なリスクが生じているが、納税者にそのリスクを負わせるべきではないと主張。また、連邦

資金で化石燃料業界を支援することは、同業界がもたらしてきた気候変動や環境破壊の経済的損

害を更に拡大させるだけだとした。 
3 月初頭の原油価格の低迷が始まる前から、天然ガス製造業者の多くは多大な債務を抱えてお

り、連邦破産法第 11 条の申請準備を行っていた。石油・ガスセクターは米国の原油先物が 20 日、

市場初のマイナス値をつけて以来、供給過多への懸念から、これらの業者の苦悩は更に深まって

いる。 
 
○環境保護庁、五大湖回復イニシアティブのための予算追加を決定 

米国環境保護庁（EPA）は 9日、五大湖回復イニシアティブ（Great Lakes Restoration Initiative, 
以下 GLRI）に対し、2020 会計年度に 2000 万ドルの資金の追加導入を決定したと発表した。GLRI
は五大湖の回復と保護を目標とする連邦政府との協同プログラムであり、議会は毎年 GLRI 用の

予算を EPA に分配している。 
EPA では GLRI の第 3 期行動計画、予算配分、優先事項などを考慮し、今回の追加資金は、堆

積物除去などによる懸念地域の浄化と回復、外来種の侵入防止を目的としたバラスト水処理シス

テムの研究開発、ごみ除去による魚や野生生物の生息地の保全、五大湖沿岸に位置する州による

過剰栄養塩の削減支援、五大湖国家計画局の運営支援などに利用する予定であるという。 
 

○Diamond Offshore Drilling 社、破産法第 11 条の適用申請 
 テキサス州ヒューストンに本社を置き、エネルギー産業への請負契約掘削サービスを提供する

Diamond Offshore Drilling 社は 4 月 26 日、Chapter 11 と呼ばれる連邦破産法第 11 条の適用を

申請した。同社は今回の申請について、今年度の OPEC とロシア間の「価格戦争」や新型コロナ

ウイルスのパンデミックによる石油需要の急減により、同社の 1 日当たりのレートや需要が急激

に悪化したと説明した。同社の従業員数は、請負業者を経由して雇用されている海外従業員を含

めて 2019 年末時点で約 2500 名と発表されている。 
Diamond Offshore 社を含む米国およびヨーロッパの最大手 5 社（Exxon Mobil Corp, Royal 

Dutch Shell BP PLC, Total, Chevron Corp.）は石油価格の下降に伴い、歳出を平均 23％削減し

ている。2020 年の油田施設やサービスへの投資は世界規模で 21％減と、2005 年以来最低の数値

となっており、石油の先物価格は 4 月、史上初のマイナスを記録した。 
Chevron 社や BP 社など数社は現在、メキシコ湾を含む一帯での深海採掘プロジェクトを制限

している。Diamond Offshore 社もメキシコ湾にて広域な事業展開を行っていた。 
 

○環境保護庁、PM 濃度基準の据置きを提案へ 
米国環境保護庁（EPA）は 4 月 14 日、粒子状物質 (PM）の PM2.5 及び PM10 の両方に関し、

国家環境大気質基準（National Ambient Air Quality Standards, 以下NAAQS）を変更することなく
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○米エネルギー業界、FRB の企業向け融資制度の適用を望むも拒否か 
 民主党議員二人は 4 月 23 日、米連邦準備理事会 (Federal Reserve System、以下 FRB) に対

し、国内のエネルギー業界が 6000 億ドルの企業向け融資制度を利用して債務返済に充てられる

よう条件を変更すべきだとする同業界の要望を拒否するよう求めた。 
同制度は、新型コロナウイルスの感染拡大により打撃を受けた中小企業の支援を目的とする。

議員らはパウエル FRB 議長に対し、「この要望に応じれば、自らの債務と長期的な衰退下で苦境

に立つエネルギー業界を救済することとなり、納税者の税金の誤用につながる」とし、世界各国

の政府が気候変動に対処する中、再生可能エネルギーの価格が下がり、石油・ガス資産構造に根

本的なリスクが生じているが、納税者にそのリスクを負わせるべきではないと主張。また、連邦

資金で化石燃料業界を支援することは、同業界がもたらしてきた気候変動や環境破壊の経済的損

害を更に拡大させるだけだとした。 
3 月初頭の原油価格の低迷が始まる前から、天然ガス製造業者の多くは多大な債務を抱えてお

り、連邦破産法第 11 条の申請準備を行っていた。石油・ガスセクターは米国の原油先物が 20 日、

市場初のマイナス値をつけて以来、供給過多への懸念から、これらの業者の苦悩は更に深まって

いる。 
 
○環境保護庁、五大湖回復イニシアティブのための予算追加を決定 

米国環境保護庁（EPA）は 9日、五大湖回復イニシアティブ（Great Lakes Restoration Initiative, 
以下 GLRI）に対し、2020 会計年度に 2000 万ドルの資金の追加導入を決定したと発表した。GLRI
は五大湖の回復と保護を目標とする連邦政府との協同プログラムであり、議会は毎年 GLRI 用の

予算を EPA に分配している。 
EPA では GLRI の第 3 期行動計画、予算配分、優先事項などを考慮し、今回の追加資金は、堆

積物除去などによる懸念地域の浄化と回復、外来種の侵入防止を目的としたバラスト水処理シス

テムの研究開発、ごみ除去による魚や野生生物の生息地の保全、五大湖沿岸に位置する州による

過剰栄養塩の削減支援、五大湖国家計画局の運営支援などに利用する予定であるという。 
 

○Diamond Offshore Drilling 社、破産法第 11 条の適用申請 
 テキサス州ヒューストンに本社を置き、エネルギー産業への請負契約掘削サービスを提供する

Diamond Offshore Drilling 社は 4 月 26 日、Chapter 11 と呼ばれる連邦破産法第 11 条の適用を

申請した。同社は今回の申請について、今年度の OPEC とロシア間の「価格戦争」や新型コロナ

ウイルスのパンデミックによる石油需要の急減により、同社の 1 日当たりのレートや需要が急激

に悪化したと説明した。同社の従業員数は、請負業者を経由して雇用されている海外従業員を含

めて 2019 年末時点で約 2500 名と発表されている。 
Diamond Offshore 社を含む米国およびヨーロッパの最大手 5 社（Exxon Mobil Corp, Royal 

Dutch Shell BP PLC, Total, Chevron Corp.）は石油価格の下降に伴い、歳出を平均 23％削減し

ている。2020 年の油田施設やサービスへの投資は世界規模で 21％減と、2005 年以来最低の数値

となっており、石油の先物価格は 4 月、史上初のマイナスを記録した。 
Chevron 社や BP 社など数社は現在、メキシコ湾を含む一帯での深海採掘プロジェクトを制限

している。Diamond Offshore 社もメキシコ湾にて広域な事業展開を行っていた。 
 

○環境保護庁、PM 濃度基準の据置きを提案へ 
米国環境保護庁（EPA）は 4 月 14 日、粒子状物質 (PM）の PM2.5 及び PM10 の両方に関し、

国家環境大気質基準（National Ambient Air Quality Standards, 以下NAAQS）を変更することなく

維持する旨提案した。大気浄化法に基づく各種プログラムや、州政府・自治体・部族政府による

取組みおよび技術改善によって、2000 年から 2018 年にかけて、米国内の PM2.5 の平均濃度は

39％、PM10 は 31％減少した。EPA は大気浄化法に基づき、NAAQS を基本大気汚染物質に指定

しており、PM およびその他 5 種類の主要汚染物質が NAAQS の対象となっている。 
EPA は関連する科学情報や基準を定期的に見直し、必要に応じて改訂し、公衆衛生及び厚生を保

護する法的責任を担っている。一例として、2012 年に行われた PM 基準の見直しで、EPA は PM2.5
の年間の一次基準を 15.0 mg/m3 から 12.0 mg/m3 へと修正した。なお現時点での PM2.5 の年平均

値は一次基準が 12.0μg/m3、二次基準が 15.0μg/m3、24 時間平均値は 35μg/m3。PM10 について

は、24 時間平均値が 150μg/m3 に設定されている。これらの基準値の詳細は EPA のウェブサイト

内、https://www.epa.gov/sites/production/files/2016-04/documents/2012_aqi_factsheet.pdf にて

公表されている。 
 

○化石燃料企業、中小企業向け経済支援を高額受給 
 化石燃料企業数社は新型コロナウイルスに関する連邦経済支援により、5000 万ドルを超える資

金を受給した。それによると、2800 万ドルが採炭企業 3 社に、2200 万ドルが石油・ガスの採掘

企業、採掘機器の製造企業へそれぞれ配分されたという。また連邦政府機関である鉱山安全保健

管理局 (Mine Safety and Health Administration)の David Zatezalo 氏と関わりの深い採炭会社

の Rhino Resource 社は 1000 万ドルを、また同社の石炭会社である Ramaco Resources は 840
万ドルの支援を受給した。同じく採炭企業である Hallador Energy Co.,社は米国環境保護庁

（EPA）と繋がりがあり、1000 万ドルのローンを支給されている。40 人を超える民主党議員ら

は、新型コロナウイルス経済支援は環境汚染の原因であり、衰退の一途を辿っている化石燃料企

業に充てられるべきではないとして反発している。 
 連邦準備金の貸付プログラムの内容は、パンデミックの期間は石油・ガス産業が政府融資を受

け取りやすくなり、またローンを利用してリファイナンスを行えるよう、多額の債務を抱えてい

る企業への貸付規制が緩和されるように 4 月 30 日付で変更されている。トランプ大統領は 4 月

29 日に、「米国の石油会社をトラブルに巻き込ませるようなことはしない」と発言、石油産業へ

の支援を明らかにしていた。 
 

○気候エネルギーソリューションセンター、気候関連リスク報告の改善策を発表 
 気候エネルギーソリューションセンター（Center for Climate and Energy Solutions, 以下 C2ES）
は、企業による気候関連のリスクおよび機会に関する情報開示の改善策をまとめた文書を公表し

た。C2ES はバージニア州アーリントンを本拠地とする環境非営利団体であり、政策当局や投資家

らと協力し、州や国家レベルでの環境改善政策を推進している。 
C2ES は、金融システムの安定化を図る国際的組織である金融安定理事会の気候関連財務情報開

示タスクフォース (Task Force on Climate-related Financial Disclosures、以下 TCFD）が 2017 年に発

表した任意報告のフレームワークを基に、情報開示の改善に取組んでいる。今回公表された文書

は、C2SE が 2019 年に開催した企業とのワークショップの結果に基づいたものであり、気候関連

のリスク分析策および今後の課題などが示されている。気候関連リスクの分析策としては、企業

の各部門間で協調すること、幅広い分析を行い、経営陣の同意を得られるような事業機会を見出

すこと、TCFD 関連の詳細なシナリオ分析のため、物理的リスク・移行リスクの幅広いスクリー

ニングを行い、TCFD 関連のシナリオに焦点を当てることなどを提示。課題としては、TCFD のガ

イドラインがリスクを識別し管理するニーズに対処できていないこと、気候適応に関する投資の

財政的利点の明確化が不十分なことなどが提示された。また今回の文書では、物理的リスク・移
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行リスクの総合的な影響のより深い分析、証券取引委員会による長期的なリスクを引き起こす可

能性のある影響の検討などが必要であるとも指摘されている。 
 

○トランプ大統領、戦略石油備蓄の積み増し方針を再表明 
 トランプ大統領は 4 月 20 日、原油相場の急落を受け、戦略石油備蓄 (Strategic Petroleum 
Reserve、以下 SPR) を積み増す方針を改めて示した。米国エネルギー省 (Department of Energy, 
以下 DOE) は、新型コロナウイルスの感染拡大による国内の原油需要の低下が原因で貯蔵施設が

不足している米国の石油会社に対し、SPR 貯蔵施設の約 7700 万バレルの一部を貸し出す予定。 
 DOE は 12 日には、過剰供給の緩和のため、国内の緊急備蓄のうち国内で製造された石油 2300
万バレルの貯蔵に関し、エネルギー会社 9 社との契約交渉を行っていると発表していたが、トラ

ンプ大統領が 3 月時点で言及していた 7700 万バレルで最終決定した形だ。 
 
○米国北東部における大気汚染が大幅に低下 
米国航空宇宙局 (NASA)は 4 月 9 日、衛星からの最新データに基づき、アメリカ北東部での大

気汚染の割合が大幅に低下していることを確認した。NASA の衛星は数週間に渡り、同地域にあ

る主要な大都市圏での大気汚染の大幅な減少をとらえており、同様の現象が世界の他の地域でも

観察されているという。 
 輸送や発電のために化石燃料を燃焼させることで排出される二酸化窒素は、人間の活動の変化

の指標となるが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う都市封鎖や自宅待機により、人工衛星オ

ーラに搭載されたオゾン監視装置が観測した毎年 3 月の大気中の二酸化窒素レベルは、2020 年 3
月は 2005 年以降、最低を記録した。ワシントン DC からボストンを繋ぐ「I-95」と呼ばれる州間

高速道路沿いでは、2015 年から 2019 年 3 月の月間平均と比較して約 30％も低下している。 
 

○Tesla 社、電気トレーラートラックの発売延期へ  
 電池式電気自動車の開発・製造・販売を行う Tesla 社は同社の電気トレーラートラックの生産・

販売開始を 2021 年に延期すると、4 月 29 日の四半期決算発表で明らかにした。当初の計画より

2 年ずれ込むことになる。 
同社 CEO の Elon Musk 氏は 2017 年 11 月にこの電気トレーラートラックに関し、フル充電

後は最大積載量の荷物を積んで時速 65 マイル（約 105km）で走っても航続距離は 550 マイル（約

885km）になる上、20 万ドル以上の燃料費の節約になるという驚くべき性能を発表しており、

Walmart、Anheuser-Busch、Pepsi、DHL、UPS などがこのトレーラートラックのプレオーダ

ーを行っていたが、目標としていた 2019 年に開発が間に合わなかった。 
 電気トラック業界における競争は激化しつつあり、3 月初旬には水素燃料電池で駆動するセミ

トレーラーの開発を手掛けるアリゾナ州フェニックスのスタートアップ、Nikola Motor 社はナス

ダック市場に上場する VectoIQ 社と合併を行い、専用工場の建設を加速させていくとした。Nikola
社は既に 14000 件のプレオーダーを抱えており、10 億ドルの収益が予想されるとしている。

Nikola One と名付けられた同社のトラックは 2022 年に販売が開始される見込み。また 3 月には

Daimler Trucks 社が、今後 22 か月かけて Freightliner ブランドの eCascadias と呼ばれる大型

EV トラックと中型の eM2 の 2 種類のトラックの実証テストを行うと発表している。 
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●最近の米国経済について 

 
○3 月の米鉱工業生産指数、74 年 2 カ月ぶりの減少幅を記録 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）の発表（4 月 15 日）によると、3 月の鉱工業生産指数は前月

比 5.4 ポイント減の 103.7 となった。1946 年 1 月（5.6 ポイント減）以来、74 年 2 カ月ぶりの大

きな減少幅を記録した。FRB はプレスリリースで、新型コロナウイルスの世界的流行を受けて、

月末にかけて多くの工場が操業停止となったことが影響したと指摘した。 
 業種別には、製造業（6.3 ポイント減の 98.3）、鉱業（同 2.0 減、130.1）、公益事業（電力・天

然ガス）（3.9 減、101.3）のいずれも減少した。製造業は 1946 年 2 月（6.4 ポイント減）以来、

74 年 1 カ月ぶりの減少幅を記録し、中でも自動車・同部品（28.0 ポイント減）が最も減少した。

自動車・同部品は需要減を受けた主要メーカーによる生産の一時停止、鉱業と公益事業は原油価

格（WTI）が 1 バレル当たり 50.54 ドルから 29.21 ドルへと大幅下落した（3 月：前月比 42.2％
減）ことなどが影響したとみられる。 
 設備稼働率は 72.7％と、前月（77.0％）から 4.3 ポイント低下するとともに、長期平均（1972
〜2019 年：79.8％）を 7.1 ポイント下回った。業種別には、製造業が 70.3％（前月 75.0％）、鉱

業が 86.3％（88.2％）、公益事業（電力・天然ガス）が 72.7％（75.9％）と、いずれも前月から

低下した。 
 
○米政府が USMCA の暫定実施ガイダンス発表、自動車原産地規則順守の猶予申請も受け付けへ 
 米国税関国境保護局（CBP）は 4 月 20 日、米国・メキシコ・カナダ協定（USMCA）の暫定実

施ガイダンスを発表した。協定の発効日は未定だが、ガイダンスは USMCA の下で物品貿易に関

する特恵関税を享受するための規則を事前に情報提供するもの。また、米通商代表部（USTR）

は、協定の自動車分野の原産地規則の順守に関して、期間の猶予を希望する自動車メーカーに対

して代替のスケジュール案とともに申請を受け付ける旨の官報案を明らかにした。正式には 4 月

21 日付の官報で公示する。 
 CBP が発表した暫定実施ガイダンスは 45 ページからなり、USMCA 域内の輸入者が協定で定

められた特恵関税率で他の域内国から物品を輸入する際に順守すべき原産地規則や、税関への申

告方法などを示す。例えば、原産地規則では特に自動車分野で北米自由貿易協定（NAFTA）以上

の域内調達率が求められるが、ガイダンスでは付属書Ⅰ「自動車分野の原産地規則と手続き」と

して詳しい規則を説明している。 
 税関への申告については、輸入者が正確な書類の提出に責任を持つとし、輸入者による自己申

告制を採用している。輸入者は原産性を証明する書類などを物品の輸入日から最低 5 年間は保管

する義務を負う。完成車メーカーは一般的な書類に加えて、労働付加価値割合（LVC）と鉄鋼・

アルミ製品の調達基準を満たすことを証明する書類も同期間保管する必要がある。ただし、LVC
にかかる記録保管については、労働省が詳しい規則を今後発表するとしている。なお、CBP は今

回のガイダンスの内容はあくまで事前に情報提供するためであり、最終的な規則ではなく、今後

変更の可能性があるとしている。 
 USTR は、協定が定める自動車原産地規則の順守期限とは異なるスケジュール計画を希望する

完成車メーカーの申請を受け付ける。希望するメーカーは、代替するスケジュール計画の草案を

7 月 1 日までに、最終的なスケジュール計画を 8 月 31 日までに提出する必要がある。 
 USTR は代替スケジュール計画の例として、本来は発効から 3 年かけて達成しなければならない
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域内調達割合（RVC）や LVC の達成に、追加で 2 年の猶予を与える可能性を示唆している。た

だし、期限の猶予が認められる自動車台数は原則として、各メーカーが協定発効前の 1 年間に生

産した台数の 10％か、協定発効前 3 年間の平均生産台数の 10％のいずれか数値が大きい方が上

限となる。また、カナダとメキシコにおける自動車輸入に関しても同様の猶予を希望する場合は、

各国が定める手続きにのっとって申請する必要があるとしている。 
 
○米議会予算局、2020 年の財政収支悪化とマイナス成長転換の見通しを発表 
 米国議会予算局（CBO）の 4 月 24 日の発表によると、新型コロナウイルスの感染拡大を受け

た経済対策実施などにより、連邦政府の財政赤字は 2020 会計年度に約 3 兆 7,000 億ドル（GDP
比 17.9％）、2021 会計年度に約 2 兆 1,000 億ドル（同 9.8％）まで達し、2019 年会計年度の 9,840
億ドル（同 4.6％）から大幅に拡大する見通しとした。 
 2020 会計年度の赤字幅は、前年度の 4 倍近く（3.8 倍）に跳ね上がり、世界金融危機後に当時

のオバマ政権下で記録した 1 兆 4,127 億ドル（2009 会計年度）を上回るとした。赤字額の GDP
比（17.9％）も、1945 会計年度（21.0％）以来、75 年ぶりの高水準に達する見込みだ。2020 年

3 月に公表された前回見通し（2020 会計年度：1 兆 730 億ドル、2021 会計年度：1 兆 20 億ドル

の赤字）と比較すると、2020 会計年度は約 2.6 兆ドル、2021 会計年度は約 1.1 兆ドル、それぞ

れ大幅に赤字が拡大する。CBO は、2020 年 3 月から 4 月にかけて成立した新型コロナウイルス

関連法に基づく拡張的な財政政策や経済見通しの大幅な悪化などが、主な収支悪化要因になった

としている。 
 債務残高の GDP 比についても、2019 会計年度末の 79％から大幅に上昇し、2020 会計年度末

に約 101％、2021 会計年度末に約 108％に達するとした。前回見通し（それぞれ 80.7％、81.7％）

と比較すると、それぞれ約 20 ポイント、約 26 ポイントの大幅悪化となる。 
 経済成長率の見通しは、2020 年がマイナス 5.6％と 2008 年（マイナス 2.8％）以来 12 年ぶり

のマイナスとなる一方で、2021 年はプラス 2.8％まで回復するとした。2020 年 1 月に公表された

前回見通し（2020 年：2.2％、2021 年：1.9％）と比較すると、それぞれ 7.8 ポイントの悪化、0.9
ポイントの改善となる。その上で、2021 年末の実質 GDP は 1 月時点の見通しと比べ、6.7％減と

なると予測した。四半期別に成長率をみると、外出制限措置などを受けて 2020 年 4～6 月期（第

2 四半期）は前期比年率マイナス 39.6％まで大きく落ち込むが、下半期にはそうした措置が徐々

に緩和されて、7～9 月期（第 3 四半期）にはプラス 23.5％、10～12 月期（第 4 四半期）にはプ

ラス 10.5％と反転していくとした。それでも 2020 年は前年比で大幅なマイナスとなっており、

経済活動が元の水準を取り戻すには 1 年以上かかる見通しとなっている。 
 労働市場については、2020 年 4～6 月期（第 2 四半期）と 7～9 月期（第 3 四半期）の半年間

で、約 2,700 万人の雇用が失われ、約 800 万人が非労働力化することにより、この間の平均失業

率は 15％まで上昇するとした。 
 
○米 FRB、金融政策の現状維持を決定、経済回復に時間がかかる可能性を指摘 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）は 4 月 28、29 日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

金融政策の現状維持を決定した。政策金利のフェデラル・ファンド（FF）金利の誘導目標は 0.00
～0.25％に据え置いた。今回の決定は全会一致だった。 
 FOMC の声明文では、新型コロナウイルスの感染拡大が「短期的には経済活動、雇用、インフ

レ率に重くのしかかり、中期的には経済見通しにかなりのリスク」をもたらしていることから、3
月 15 日の臨時会合と同様に、「米国経済が最近の出来事を乗り越え、雇用の最大化と物価の安定

という目標を達成する軌道に乗っていると確信するまで政策金利を（現在の水準に）維持する」
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域内調達割合（RVC）や LVC の達成に、追加で 2 年の猶予を与える可能性を示唆している。た

だし、期限の猶予が認められる自動車台数は原則として、各メーカーが協定発効前の 1 年間に生

産した台数の 10％か、協定発効前 3 年間の平均生産台数の 10％のいずれか数値が大きい方が上

限となる。また、カナダとメキシコにおける自動車輸入に関しても同様の猶予を希望する場合は、

各国が定める手続きにのっとって申請する必要があるとしている。 
 
○米議会予算局、2020 年の財政収支悪化とマイナス成長転換の見通しを発表 
 米国議会予算局（CBO）の 4 月 24 日の発表によると、新型コロナウイルスの感染拡大を受け

た経済対策実施などにより、連邦政府の財政赤字は 2020 会計年度に約 3 兆 7,000 億ドル（GDP
比 17.9％）、2021 会計年度に約 2 兆 1,000 億ドル（同 9.8％）まで達し、2019 年会計年度の 9,840
億ドル（同 4.6％）から大幅に拡大する見通しとした。 
 2020 会計年度の赤字幅は、前年度の 4 倍近く（3.8 倍）に跳ね上がり、世界金融危機後に当時

のオバマ政権下で記録した 1 兆 4,127 億ドル（2009 会計年度）を上回るとした。赤字額の GDP
比（17.9％）も、1945 会計年度（21.0％）以来、75 年ぶりの高水準に達する見込みだ。2020 年

3 月に公表された前回見通し（2020 会計年度：1 兆 730 億ドル、2021 会計年度：1 兆 20 億ドル

の赤字）と比較すると、2020 会計年度は約 2.6 兆ドル、2021 会計年度は約 1.1 兆ドル、それぞ

れ大幅に赤字が拡大する。CBO は、2020 年 3 月から 4 月にかけて成立した新型コロナウイルス

関連法に基づく拡張的な財政政策や経済見通しの大幅な悪化などが、主な収支悪化要因になった

としている。 
 債務残高の GDP 比についても、2019 会計年度末の 79％から大幅に上昇し、2020 会計年度末

に約 101％、2021 会計年度末に約 108％に達するとした。前回見通し（それぞれ 80.7％、81.7％）

と比較すると、それぞれ約 20 ポイント、約 26 ポイントの大幅悪化となる。 
 経済成長率の見通しは、2020 年がマイナス 5.6％と 2008 年（マイナス 2.8％）以来 12 年ぶり

のマイナスとなる一方で、2021 年はプラス 2.8％まで回復するとした。2020 年 1 月に公表された

前回見通し（2020 年：2.2％、2021 年：1.9％）と比較すると、それぞれ 7.8 ポイントの悪化、0.9
ポイントの改善となる。その上で、2021 年末の実質 GDP は 1 月時点の見通しと比べ、6.7％減と

なると予測した。四半期別に成長率をみると、外出制限措置などを受けて 2020 年 4～6 月期（第

2 四半期）は前期比年率マイナス 39.6％まで大きく落ち込むが、下半期にはそうした措置が徐々

に緩和されて、7～9 月期（第 3 四半期）にはプラス 23.5％、10～12 月期（第 4 四半期）にはプ

ラス 10.5％と反転していくとした。それでも 2020 年は前年比で大幅なマイナスとなっており、

経済活動が元の水準を取り戻すには 1 年以上かかる見通しとなっている。 
 労働市場については、2020 年 4～6 月期（第 2 四半期）と 7～9 月期（第 3 四半期）の半年間

で、約 2,700 万人の雇用が失われ、約 800 万人が非労働力化することにより、この間の平均失業

率は 15％まで上昇するとした。 
 
○米 FRB、金融政策の現状維持を決定、経済回復に時間がかかる可能性を指摘 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）は 4 月 28、29 日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

金融政策の現状維持を決定した。政策金利のフェデラル・ファンド（FF）金利の誘導目標は 0.00
～0.25％に据え置いた。今回の決定は全会一致だった。 
 FOMC の声明文では、新型コロナウイルスの感染拡大が「短期的には経済活動、雇用、インフ

レ率に重くのしかかり、中期的には経済見通しにかなりのリスク」をもたらしていることから、3
月 15 日の臨時会合と同様に、「米国経済が最近の出来事を乗り越え、雇用の最大化と物価の安定

という目標を達成する軌道に乗っていると確信するまで政策金利を（現在の水準に）維持する」

とした。ジェローム・パウエル FRB 議長は記者会見で、「経済活動はおそらく第 2 四半期に前例

のない速度で落ち込むことになるだろう」と指摘し、「利下げは（都市）封鎖やその他の形態の社

会的距離（政策）を要因とする経済活動の急激な低下を止めることはできない」が、「この困難な

時期に米国経済を支えるため、われわれはあらゆる手段を用いる」とした。 
 前回までの FOMC で発表された FRB の保有資産額拡大についても、「FRB は市場が円滑に機

能することを支援する上で必要な額（the amounts needed）の米国債、住宅ローン担保証券（MBS）、
政府機関保証付きの商業用不動産ローン担保証券（CMBS）を購入し続けることにより、金融情

勢全般に政策が広く効果的に伝わるようにしていく」とした。パウエル議長は「FRB は（家計や

企業に対して）補助金を出すことはできない」が、「われわれにできることは力の限りまで行う」

と述べた。 
 経済の先行きについて、パウエル議長は「経済再開が進み、個人消費が回復するにつれて、お

そらく経済活動は回復していく」ことになるとしつつ、「ウイルスが完全に制御されていると確信

を持てるまで、人々はある種の経済活動に消極的になるだろう」と慎重な見方を示した。このた

め、経済が「早期に危機以前の水準に回復する可能性は低い」と指摘した。また、「景気回復を確

実なものとするため、（議会や連邦政府を含む）われわれはより多くの経済支援を行う必要がある」

と述べた。 
  
○米 GDP 成長率、第 1 四半期は年率マイナス 4.8％、6 年ぶりの減少 
 米国商務省が 4 月 29 日に発表した 2020 年第 1 四半期（1～3 月）の実質 GDP 成長率（速報値）

は前期比年率マイナス 4.8％〔2019 年第 4 四半期（10～12 月）はプラス 2.1％〕となり、市場コ

ンセンサス予想（ブルームバーグ調べ）のマイナス 3.8％を下回った。2014 年第 1 四半期（マイ

ナス 1.1％）以来 6 年ぶりの減少、減少幅は 2008 年第 4 四半期（マイナス 8.4％）以来 11 年 3
カ月ぶりの大きさとなった。 
 2020 年第 1 四半期の需要項目別の寄与度をみると、個人消費支出（マイナス 5.3 ポイント）や

民間投資（マイナス 1.0 ポイント）などの国内需要が大幅に悪化したことで、成長率を押し下げ

た。 
 個人消費支出は前期比年率 7.6％減と、2009 年第 4 四半期（0.6％減）以来の減少となり、1980
年第 2 四半期（4～6 月、8.7％減）以来最大の落ち込みとなった。内訳をみると、財が 1.3％減〔非

耐久財（6.9％増）、耐久財（16.1％減）〕、サービスが 10.2％減と大きく減少した。要因としては、

新型コロナウイルスの感染拡大を受けた外出禁止措置などの影響により、自動車・同部品が 33.2％
減（前期：5.5％増）、衣服・靴が 36.0％減（4.9％増）、ヘルスケアが 18.0％減（4.9％増）、輸送

サービスが 29.2％減（0.7％増）、飲食サービス・宿泊が 29.7％減（1.0％増）、娯楽サービスが 31.9％
減（5.5％増）と大幅減となったことなどが挙げられる。一方、食品・飲料は 25.1％増（1.3％減）

と大幅増となった。 
 設備投資は 8.6％減と、4 四半期連続の減少となり、2009 年第 2 四半期（11.6％減）以来最大

の減少幅となった。内訳をみると、機器が 15.2％減、構築物が 9.7％減と、いずれも前期（それ

ぞれ 4.3％減、7.2％減）から減少幅が拡大した。要因としては、輸送機器（30.6％減）、製造業（24.6％
減）が大きく減少したことなどがある。 
 外需は、輸出が 8.7％減（前期：2.1％増）とマイナスに転じ、輸入が 15.3％減と前期（8.4％減）

からマイナス幅が拡大した。輸出の減少幅は 2009 年第 1 四半期（28.6％減）以来の大きさとな

り、輸入は 2009 年第 2 四半期（15.6％減）以来 10 年 9 カ月ぶりに 2 桁台のマイナス幅となった。

旅行は輸出入ともに大きく落ち込み、輸出では 54.1％減、輸入では 67.6％減だった。 
 政府最終消費支出・粗投資は、0.7％増と前期（2.5％増）からプラス幅が縮小した。 
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 物価は、価格変動が大きいエネルギーや食料を除いた個人消費支出デフレーター（コア PCE）

の上昇率が前期比年率、前年同期比とも 1.8％となり、いずれも前期（それぞれ 1.3％、1.6％）か

ら拡大した。 
 
○米国で 4 月第 4 週の新規失業保険申請件数が 317 万件、5 週連続減も高水準続く 
 米国労働省の 5 月 7 日の発表によると、4 月第 4 週（4 月 26 日～5 月 2 日）の新規失業保険申

請件数（季節調整値）は 316 万 9,000 件となった。前週（4 月 19 日～25 日）の新規失業保険申

請件数は 383 万 9,000 件（速報値）から 384 万 6,000 件に更新され、4 月第 4 週の申請件数は前

週から 67 万 7,000 件減（17.6％減）と 5 週連続で減少したものの、依然として高水準となった。 
 州別の申請件数をみると、カリフォルニア州（31 万 8,064 件）、テキサス州（24 万 7,179 件）、

ジョージア州（22 万 6,884 件）などが多かった。前週と比較すると、メリーランド州（2 万 7,337
件増）を含む 7 州などで増加したが、その他は減少した。特に、フロリダ州（25 万 9,912 件減）、

アラバマ州（4 万 6,783 件減）、ジョージア州（3 万 9,681 件減）などで大きく減少した。労働省

のプレスリリースによると、新型コロナウイルスの感染拡大は新規失業保険申請件数の水準に引

き続き影響を与えているとした。 
 
○4 月の米失業率は 14.7％と戦後最高を記録、雇用者数は前月から 2,050 万人減 
 米国労働省が 5 月 8 日に発表した 2020 年 4 月の失業率は 14.7％と、市場予想（16.0％）を下

回ったものの、大幅な悪化となった。就業者数が前月から 2,236 万 9,000 人減少した一方で、失

業者数が 1,593 万 8,000 人増加した結果、失業率は前月（4.4％）より 10.3 ポイント上昇した。

1982 年 12 月に記録した 10.8％を上回り、統計開始（1948 年）以来の最高水準となった。 
 労働参加率は、就業者数と失業者数の合計値である労働力人口が前月から 643 万 2,000 人減少

した一方で、働く意思のない非労働力人口が前月から 657 万人増加した結果、前月（62.7％）か

ら 2.5 ポイント低下し、60.2％となった。1973 年 1 月（60.0％）以来の低水準だ。 
 広義の失業率（U6）をみると、前月（8.7％）から 14.1 ポイント上昇して 22.8％となった。2010
年 4 月（17.2％）に記録した最高値を上回り、統計開始（1994 年）以来の最高水準になった。 
 こうした中、平均時給は 30.01 ドル（3 月：28.67 ドル）と、前月比 4.7％増（0.5％増）、前年

同月比 7.9％増（3.3％増）と前月に続いて増加した。労働省はプレスリリースで、今回の増加は

「主に低賃金労働者の雇用が大幅に失われたこと（によって平均賃金が押し上げられた効果）を

反映している」と指摘した。 
 4 月の非農業部門の雇用者数の前月差は 2,050 万人減と、市場予想（2,150 万人減）の減少幅を

下回ったものの、前月（87 万人減）から大幅に悪化し、統計開始（1939 年）以来の減少幅を記

録した。3 月から 4 月への雇用増減の内訳をみると、財部門が 235 万 5,000 人減で、うち製造業

全体は 133 万人減となり、輸送用機器（42 万 1,300 人減）、金属製品（10 万 8,700 人減）、食品

製造業（8 万 6,300 人減）などで減少した。サービス部門は 1,716 万 5,000 人減となり、娯楽・

接客業（765 万 3,000 人減）、教育・医療サービス業（254 万 4,000 人減）、対事業所サービス（212
万 8,000 人減）などを中心に、幅広い業種で減少した。全体の減少幅の約 4 割を占める娯楽・接

客業は、飲食サービス業（549 万 1,300 人減）や遊園地・賭博・レクリエーション（106 万 2,000
人減）などで減少した。労働省はプレスリリースで、「新型コロナウイルスの世界的流行とそれを

封じ込めるための努力を反映」しており、「全ての主要業種で急激な減少がみられ、特に娯楽・接

客業が大幅に減少した」と指摘した。 
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●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2020年02月 2020年01月 2019年02月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 595.4 596.2 617.1 年間指数
  機器 722.0 724.1 754.7 2012 = 584.6
    熱交換器及びタンク 615.6 618.8 674.7 2013 = 567.3
    加工機械 722.3 721.7 728.6 2014 = 576.1
    管、バルブ及びフィッティング 952.0 957.3 971.7 2015 = 556.8
    プロセス計器 417.0 419.1 418.8 2016 = 541.7
    ポンプ及びコンプレッサー 1,083.6 1,080.2 1,063.8 2017 = 567.5
    電気機器 563.7 563.8 554.4 2018 = 603.1
    構造支持体及びその他のもの 767.2 767.1 838.4 2019 = 607.5
  建設労務 336.0 333.9 333.7
  建物 590.8 588.2 599.7
  エンジニアリング及び管理 313.7 313.7 316.8

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2020 年 5 号より作成） 
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●米国産業機械の輸出入統計（2020年2月） 

 
米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2020 年 2 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

 
(1) 産業機械の輸出は、33 億 3,369 万ドル（対前年同月比 0.4％増）となった。化学機械、プ

ラスチック機械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝動装置は対

前年同月比でプラスとなったが、ボイラ・原動機、鉱山機械、はマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、43 億 5,533 万ドル（対前年同月比 2.0％減）となった。ボイラ・原動

機、化学機械、プラスチック機械、運搬機械は対前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、

風水力機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比がマイナスとなっ

た。 

(3) 産業機械の純輸入は、10 億 2,164 万ドルとなり、50 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。化

学機械以外のすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 7 億 568 万ドル（対前年同月比 0.8％減）となり、その他蒸気

発生ボイラやガスタービン（＞5MW）などの減少により、4 ヵ月連続で対前年同月比がマ

イナスとなった。輸入は 8 億 846 万ドル（対前年同月比 9.5％増）となり、水管ボイラ（＞

45t/h）や蒸気原動機用復水器などの増加により、2 ヵ月連続で対前年同月比がプラスなっ

た。 

② 鉱山機械は、輸出が 8,902 万ドル（対前年同月比 45.4％減）となり、せん孔機や破砕機

などの減少により、3 ヵ月連続でマイナスとなった。輸入は 9,911 万ドル（対前年同月比

11.7％減）となり、さく岩機（手持工具）や選別機などの減少により、2 ヵ月連続で対前年

同月比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 9 億 6,215 万ドル（対前年同月比 6.7％増）となり、温度処理機械（減

菌器）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、3 ヵ月振りに対前年同月比がプラス

となった。輸入は 9 億 4,479 万ドル（対前年同月比 1.5％増）となり、温度処理機械（湯沸

器）や紙パ製造機械（製紙用）などの増加により、2 ヶ月連続で対前年同月比がプラスとな

った。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 1,823 万ドル（対前年同月比 2.0％増）となり、射出成

形機や真空成形機などの増加により、13 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなった。輸入

は 2 億 3,736 万ドル（対前年同月比 7.8％増）となり、押出成形機やその他のもの（成形用）

などの増加により、7 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 8 億 2,507 万ドル（対前年同月比 4.4％増）となり、ポンプ（油井

用回転容積式）や圧縮機（携帯式＜0.57m3/min.）などの増加により、2 ヵ月連続で対前年

同月比がプラスとなった。輸入は 9 億 8,914 万ドル（対前年同月比 4.2％減）となり、ポン

プ（油井用回転容積式）や圧縮機（定置往復式 746Ｗ＜ ≦4.48KW）などの減少により、7
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ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 3 億 2,063 万ドル（対前年同月比 5.0％増）となり、クレーン（移動

リフテ・ストラドル）やジャッキ・ホイスト（その他のもの）などの増加により、2 ヶ月振

りに対前年同月比がプラスとなった。輸入は 7 億 2,796 万ドル（対前年同月比 2.4％増）と

なり、クレーン（移動リフテ・ストラドル）や巻上機（ウィン・キャップ：その他）など

の増加により、2 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 7,571 万ドル（対前年同月比 66.5％増）となり、圧延機（熱間

及び熱・冷組合せ）や鋳造機等などの増加により、4 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとな

った。輸入は 7,595 万ドル（対前年同月比 23.6％減）となり、圧延機（熱間及び熱・冷組

合せ）やベンディング等（数値制御式）などの減少により、3 ヵ月振りに対前年同月比がマ

イナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,633 万ドル（対前年同月比 5.1％増）となり、洗濯機（10kg
以下遠心脱水・その他）や乾燥機（10kg 超・品物用）の増加により、2 ヶ月振りに対前年

同月比がプラスとなった。輸入は 1 億 6,525 万ドル（対前年同月比 29.9％減）となり洗濯

機（10kg 超）の減少により、3 ヶ月振りに対前年同月比がマイナスとなった。 

⑨ 動力伝動装置は、輸出が 2 億 89 万ドル（対前年同月比 2.0％増）となり、ギヤボックス

等変速機（その他）や部品（ギヤボックス等変速機用）などの増加により、3 ヶ月振りに対

前年同月比がプラスとなった。輸入は 3 億 732 万ドル（対前年同月比 15.7％減）となり、

トルクコンバータやギヤボックス等変速機（手動可変式・紙パ機械用）などの減少により、

7 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 
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図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2020年02月 2019年02月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 329.200 46.7 357.072 46.6 -7.8 44.596 67.056

1 ボイラ・原動機 部品 376.479 53.3 409.824 53.4 -8.1 -147.376 -38.299

小計 705.679 100.0 766.896 100.0 -8.0 -102.781 28.757

機械類 30.318 34.1 110.505 67.8 -72.6 -19.457 50.574

2 鉱山機械 部品 58.703 65.9 52.597 32.2 11.6 9.365 0.264

小計 89.021 100.0 163.102 100.0 -45.4 -10.092 50.838

機械類 762.062 79.2 687.393 76.2 10.9 -5.152 -46.963

3 化学機械 部品 200.082 20.8 214.353 23.8 -6.7 22.506 18.014

小計 962.145 100.0 901.746 100.0 6.7 17.354 -28.950

機械類 52.528 44.4 56.648 48.9 -7.3 -95.644 -74.686

4 プラスチック機械 部品 65.706 55.6 59.224 51.1 10.9 -23.478 -29.582

小計 118.234 100.0 115.872 100.0 2.0 -119.122 -104.268

機械類 597.152 72.4 559.592 70.8 6.7 -147.829 -177.406

5 風水力機械 部品 227.915 27.6 230.522 29.2 -1.1 -16.241 -65.008

小計 825.067 100.0 790.114 100.0 4.4 -164.069 -242.414

機械類 210.365 65.6 200.118 65.5 5.1 -308.880 -288.180

6 運搬機械 部品 110.267 34.4 105.249 34.5 4.8 -98.450 -117.198

小計 320.632 100.0 305.367 100.0 5.0 -407.330 -405.377

機械類 69.859 92.3 42.490 93.5 64.4 10.620 -41.368

7 金属加工機械 部品 5.846 7.7 2.971 6.5 96.8 -10.862 -12.543

小計 75.705 100.0 45.461 100.0 66.5 -0.242 -53.911

機械類 33.689 92.7 32.621 94.3 3.3 -118.056 -190.325

8 業務用洗濯機 部品 2.636 7.3 1.956 5.7 34.8 -10.867 -10.700

小計 36.325 100.0 34.577 100.0 5.1 -128.923 -201.025

機械類 139.177 69.3 141.525 71.9 -1.7 -73.479 -126.727

9 動力伝導装置 部品 61.708 30.7 55.334 28.1 11.5 -32.954 -41.112

小計 200.885 100.0 196.860 100.0 2.0 -106.432 -167.839

機械類 2,224.350 66.7 2,187.965 65.9 1.7 -713.281 -828.025

部品 1,109.342 33.3 1,132.030 34.1 -2.0 -308.357 -296.164

合計 3,333.692 100.0 3,319.995 100.0 0.4 -1,021.637 -1,124.189

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 284.604 35.2 290.016 39.3 -1.9 -33.5 13.55

1 ボイラ・原動機 部品 523.855 64.8 448.123 60.7 16.9 -284.8 -39.15

小計 808.459 100.0 738.139 100.0 9.5 -457.4 -14.56

機械類 49.775 50.2 59.931 53.4 -16.9 -138.5 -64.18

2 鉱山機械 部品 49.338 49.8 52.333 46.6 -5.7 3,446.2 15.95

小計 99.113 100.0 112.264 100.0 -11.7 -119.9 -11.34

機械類 767.214 81.2 734.356 78.9 4.5 89.0 -0.68

3 化学機械 部品 177.576 18.8 196.339 21.1 -9.6 24.9 11.25

小計 944.790 100.0 930.695 100.0 1.5 159.9 1.80

機械類 148.172 62.4 131.334 59.7 12.8 -28.1 -182.08

4 プラスチック機械 部品 89.184 37.6 88.806 40.3 0.4 20.6 -35.73

小計 237.356 100.0 220.140 100.0 7.8 -14.2 -100.75

機械類 744.980 75.3 736.999 71.4 1.1 16.7 -24.76

5 風水力機械 部品 244.156 24.7 295.530 28.6 -17.4 75.0 -7.13

小計 989.136 100.0 1,032.529 100.0 -4.2 32.3 -19.89

機械類 519.245 71.3 488.298 68.7 6.3 -7.2 -146.83

6 運搬機械 部品 208.717 28.7 222.446 31.3 -6.2 16.0 -89.28

小計 727.962 100.0 710.744 100.0 2.4 -0.5 -127.04

機械類 59.239 78.0 83.858 84.4 -29.4 125.7 15.20

7 金属加工機械 部品 16.709 22.0 15.514 15.6 7.7 13.4 -185.81

小計 75.948 100.0 99.372 100.0 -23.6 99.6 -0.32

機械類 151.745 91.8 222.946 94.6 -31.9 38.0 -350.43

8 業務用洗濯機 部品 13.503 8.2 12.656 5.4 6.7 -1.6 -412.24

小計 165.248 100.0 235.602 100.0 -29.9 35.9 -354.91

機械類 212.656 69.2 268.252 73.6 -20.7 42.0 -52.79

9 動力伝導装置 部品 94.661 30.8 96.447 26.4 -1.9 19.8 -53.40

小計 307.317 100.0 364.699 100.0 -15.7 36.6 -52.98

機械類 2,937.631 67.4 3,015.989 67.9 -2.6 13.9 -32.07

部品 1,417.699 32.6 1,428.195 32.1 -0.7 -4.1 -27.80

合計 4,355.330 100.0 4,444.184 100.0 -2.0 9.1 -30.65

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2020年02月 2019年02月
輸出

産業機械合計

輸入
2020年02月 2019年02月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計
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(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 647 6.960 158 2.293 203.5

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 295 2.286 122 0.948 141.1

19 その他蒸気発生ボイラ * 307 1.421 367 3.170 -55.2

20 過熱水ボイラ * 13 0.105 72 0.630 -83.3

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 104 0.973 60 0.556 75.1

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 48 0.729 9 0.170 329.1

0050 補助機器（その他） * 52 0.820 36 0.518 58.3

20 蒸気原動機用復水器 * 53 0.542 10 0.120 350.6

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 1 0.005 1 0.012 -59.2

81 蒸気タービン（＞40MW） 1 0.933 14 1.432 -34.9

82 蒸気タービン (≦40MW） 15 7.206 156 6.832 5.5

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 59 0.135 78 1.282 -89.4

12 液体タービン（≦10MW） 2 0.026 1 0.029 -10.0

13 液体タービン（＞10MW） 0 0.000 9 0.006 -100.0

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 77 29.782 57 24.595 21.1

82 ガスタービン（＞5MW） 97 101.290 152 141.038 -28.2

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 66,655 79.367 66,735 76.428 3.8

29 液体原動機（その他） 52,595 44.204 62,263 49.714 -11.1

31 気体原動機(シリンダ） 125,319 12.807 106,192 12.332 3.9

39 気体原動機(その他） 23,774 17.563 14,085 16.602 5.8

80 その他原動機 X 22.043 X 18.364 20.0

- 329.200 - 357.072 -7.8

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 5.927 X 7.939 -25.3

8404 - 90 部品(補助機器用） X 2.945 X 3.970 -25.8

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 15.824 X 14.119 12.1

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.197 X 1.202 82.8

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 287.403 X 312.348 -8.0

8412 - 90 部品（その他） X 62.183 X 70.247 -11.5

- 376.479 - 409.824 -8.1

- 705.679 - 766.896 -8.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 7.303 X 87.593 -91.7

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 2,207 0.705 2,918 0.724 -2.7

8474 - 10 選別機 351 11.515 286 9.791 17.6

20 破砕機 203 9.653 349 11.480 -15.9

39 混合機 72 1.142 48 0.918 24.5

- 30.318 - 110.505 -72.6

8474 - 90 部品 X 58.703 X 52.597 11.6

- 58.703 - 52.597 11.6

- 89.021 - 163.102 -45.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

(1) ボイラ・原動機

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 117,281 20.854 68,283 37.092 -43.8

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 28,698 13.239 32,448 14.141 -6.4

20 〝 (減菌器） 2,343 15.028 2,151 7.692 95.4

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 22 0.246 9 0.102 141.8

39 〝 (乾燥機・その他） 3,230 5.501 4,496 10.970 -49.9

40 〝 (蒸留機） 310 1.729 87 4.730 -63.4

50 〝 (熱交換装置） 278,826 98.932 85,136 86.701 14.1

60 〝（気体液化装置） 410 6.407 417 3.426 87.0

89 〝（その他） 17,852 50.761 10,909 46.896 8.2

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 2.599 X 3.005 -13.5

8479 - 82 混合機 28,614 28.943 22,074 24.699 17.2

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 132 3.341 65 0.038 8605.3

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,381 21.794 1,368 16.356 33.3

29 〝（液体ろ過機） 4,657,316 168.058 3,779,848 146.276 14.9

39 〝 (気体ろ過機） X 310.450 X 272.536 13.9

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 61 1.348 52 1.550 -13.0

20 〝 （製紙用） 9 0.103 30 0.630 -83.6

30 〝 （仕上用） 43 1.966 6 0.304 547.1

8441 - 10 〝 （切断機） 286 5.983 159 3.733 60.3

40 〝 （成形用） 5 0.138 115 3.166 -95.7

80 〝 （その他） 176 4.643 126 3.350 38.6

- 762.062 - 687.393 10.9

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.400 X 2.357 -40.6

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 2.549 X 0.917 177.8

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 6.227 X 8.690 -28.3

99 部品（ろ過機用） X 147.079 X 164.776 -10.7

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 10.060 X 7.771 29.5

99 部品（製紙・仕上機用） X 13.235 X 8.628 53.4

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 19.533 X 21.213 -7.9

- 200.082 - 214.353 -6.7

- 962.145 - 901.746 6.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 234 15.454 103 9.714 59.1

20 押出成形機 50 3.789 85 5.260 -28.0

30 吹込み成形機 42 1.698 44 1.736 -2.2

40 真空成形機 105 2.865 89 2.048 39.9

51 その他の機械（成形用） 37 0.236 281 2.631 -91.0

59 その他のもの（成形用） 151 8.251 184 7.133 15.7

80 その他の機械 1,063 20.235 1,521 28.126 -28.1

1,682 52.528 2,307 56.648 -7.3

8477 - 90 部品 X 65.706 X 59.224 10.9

- 65.706 - 59.224 10.9

- 118.234 - 115.872 2.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 44,744 19.505 39,980 21.414 -8.9

30 1,392,831 111.386 1,421,998 110.389 0.9

50 - 0010 1,750 17.256 1,266 12.034 43.4

0050 42,427 21.021 42,123 19.769 6.3

0090 9,633 30.094 14,221 31.484 -4.4

60 - 0050 40 0.556 41 0.577 -3.8

0070 2,685 1.204 2,859 1.113 8.2

0090 11,877 34.962 9,470 28.737 21.7

70 296,276 111.537 211,491 87.290 27.8

81 92,170 47.462 85,604 39.827 19.2

82 1,354 0.391 6,776 0.902 -56.6

8414 - 80 - 1618 13,694 5.866 11,347 5.026 16.7

1642 65 0.551 1,213 1.506 -63.4

1655 222 2.327 232 2.704 -13.9

1660 977 0.921 374 0.978 -5.8

1667 468 5.841 405 5.530 5.6

1675 275 5.402 344 5.963 -9.4

1680 30,889 6.281 25,763 8.761 -28.3

1685 134 1.295 90 0.867 49.4

1690 44,493 4.600 37,447 5.778 -20.4

2015 1,631 30.445 4,731 34.524 -11.8

2055 1,098 6.051 476 3.627 66.8

2065 15 0.455 12 0.585 -22.3

2075 29 10.815 29 11.981 -9.7

9000 512,304 27.247 128,339 20.537 32.7

59 - 9080 1,113,941 63.995 1,359,010 69.292 -7.6

10 真空ポンプ 87,544 29.686 71,021 28.396 4.5

3,703,566 597.152 3,476,662 559.592 6.7

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 28.351 X 17.398 62.9

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 17.815 X 18.825 -5.4

9520 〃（ポンプ用その他） X 100.199 X 107.562 -6.8

92 〃（液体エレベータ） X 0.560 X 1.018 -45.0

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 18.314 X 15.968 14.7

2095 〃（その他圧縮機その他） X 32.617 X 35.759 -8.8

9000 〃（真空ポンプ） X 30.060 X 33.991 -11.6

- 227.915 - 230.522 -1.1

- 825.067 - 790.114 4.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 88 1.277 96 1.288 -0.9

12 8,239 14.264 341 4.028 254.1

19 160 1.003 678 8.233 -87.8

20 95 1.466 36 4.812 -69.5

30 151 0.530 274 0.796 -33.4

91 561 9.964 949 13.909 -28.4

99 112 1.294 202 2.141 -39.5

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 5,166 7.326 4,848 9.789 -25.2

11 2,027 6.776 2,180 8.470 -20.0

19 15,462 4.385 14,827 3.619 21.2

31 13,564 7.982 9,938 5.725 39.4

8428 - 60 492 1.409 276 1.370 2.8

90 0210 97 1.817 257 4.431 -59.0

0220 198 5.150 552 7.532 -31.6

0290 40,611 47.637 39,547 33.767 41.1

8425 - 41   

   （据付け式） 505 1.570 497 1.494 5.1

42 12,224 6.984 17,888 7.755 -9.9

49 270,564 7.653 252,331 6.203 23.4

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベイャ） 150 1.855 204 2.795 -33.6

0050 〃（空圧式エレベータ） 344 3.942 377 5.732 -31.2

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,516 23.802 1,642 16.859 41.2

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 0 0.000 0 0.000 -

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ  

  （地下使用形） 3 0.029 6 0.110 -73.3

32 〃（その他バケット型） 250 0.493 44 1.644 -70.0

33 〃（その他ベルト型） 1,416 19.193 1,711 21.777 -11.9

39 〃（その他のもの） 52,511 32.562 34,277 25.838 26.0

426,506 210.365 383,978 200.118 5.1

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 2.180 X 2.142 1.8

0090 〃（その他巻上機等用） X 8.358 X 10.329 -19.1

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.899 X 0.423 112.4

0040 〃（エスカレータ用） X 0.702 X 0.873 -19.6

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 8.123 X 7.651 6.2

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 27.772 X 31.991 -13.2

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 9.739 X 7.888 23.5

0090 〃（その他の運搬機械用） X 31.653 X 25.991 21.8

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 6.571 X 6.398 2.7

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 1.634 X 2.645 -38.2

1090 〃（その他クレーン用） X 12.635 X 8.919 41.7

- 110.267 - 105.249 4.8

- 320.632 - 305.367 5.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （産業用ロボット)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2019年02月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2020年02月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

― 91 ―

情報報告　シカゴ



(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 7 0.061 57 1.141 -94.6

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 22 0.938 9 0.134 598.8

22 〃（冷間圧延用） 130 2.195 22 1.179 86.2

8462 - 10 鋳造機等 231 35.895 223 9.751 268.1

21 ベンディング等（数値制御式） 320 3.598 313 7.171 -49.8

29 〃（その他） 2,775 9.779 2,519 7.557 29.4

31 剪断機（数値制御式） 7 0.282 109 4.219 -93.3

39 〃（その他） 552 0.842 1,784 1.784 -52.8

41 パンチング等（数値制御式） 89 6.464 20 1.851 249.3

49 〃（その他） 1,508 5.158 479 1.307 294.6

91 液圧プレス 92 2.455 95 3.663 -33.0

99 その他 598 2.193 877 2.734 -19.8

6,331 69.859 6,507 42.490 64.4

8455 - 90 部品（圧延機用） * 122,041 5.846 103,577 2.971 96.8

- 5.846 - 2.971 96.8

- 75.705 - 45.461 66.5

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 622 0.338 128 0.088 282.8

19 〃（〃・その他） 84 0.041 115 0.071 -42.0

20 〃（10kg超） 63,351 24.465 61,958 25.423 -3.8

8451 - 10 ドライクリーニング機 52 0.784 39 0.571 37.2

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 11,517 8.062 8,173 6.468 24.6

75,626 33.689 70,413 32.621 3.3

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.636 X 1.956 34.8

- 2.636 - 1.956 34.8

- 36.325 - 34.577 5.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 9,888 10.400 12,489 11.515 -9.7

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 7,176 22.934 7,756 22.669 1.2

4050 〃（手動可変式） 14,073 64.087 16,511 70.390 -9.0

7000 〃（その他） 4,078 9.609 2,373 3.545 171.1

9000 歯車及び歯車伝導機 X 32.148 X 33.406 -3.8

- 139.177 - 141.525 -1.7

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 61.708 X 55.334 11.5

- 61.708 - 55.334 11.5

- 200.885 - 196.860 2.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

総合計

2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2020年02月

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2020年02月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2019年02月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2020年02月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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 (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 102 1.542 76 0.854 80.6

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 33 0.311 116 1.454 -78.6

19 その他蒸気発生ボイラ * 87 1.010 138 2.156 -53.2

20 過熱水ボイラ * 4 0.032 12 0.321 -89.9

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 64 0.517 39 0.320 61.3

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 77 0.260 48 0.246 5.9

0050 補助機器（その他） * 352 1.983 66 1.361 45.7

20 蒸気原動機用復水器 * 264 1.118 17 0.154 625.1

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 0 0.000 0 0.000 -

81 蒸気タービン（>40MW) 0 0.000 2 0.003 -100.0

82 蒸気タービン(≦40MW) 2 0.881 10 0.015 5876.9

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 2 0.003 1 0.004 -15.0

12 液体タービン（≦10MW） 0 0.000 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 53 20.839 120 25.566 -18.5

82 ガスタービン（＞5MW） 8 46.216 8 20.391 126.7

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 715,400 103.229 552,814 114.147 -9.6

29 液体原動機（その他） 85,580 60.285 177,560 75.407 -20.1

31 気体原動機(シリンダ） 578,662 23.284 621,408 27.945 -16.7

39 気体原動機(その他） 105,565 11.857 180,019 10.208 16.2

80 その他原動機 X 11.238 X 9.465 18.7

- 284.604 - 290.016 -1.9

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 13.646 X 4.238 222.0

8404 - 90 部品(補助機器用） X 2.918 X 2.503 16.6

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 15.616 X 13.200 18.3

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 3.700 X 5.169 -28.4

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 166.368 X 218.337 -23.8

8412 - 90 部品（その他） X 321.608 X 204.676 57.1

- 523.855 - 448.123 16.9

- 808.459 - 738.139 9.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 9.512 X 3.996 138.1

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 142,234 7.855 162,605 8.777 -10.5

8474 - 10 選別機 388 14.886 2,569 24.895 -40.2

20 破砕機 401 16.462 521 21.318 -22.8

39 混合機 247 1.059 624 0.945 12.0

- 49.775 - 59.931 -16.9

8474 - 90 部品 X 49.338 X 52.333 -5.7

- 49.338 - 52.333 -5.7

- 99.113 - 112.264 -11.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機

2020年02月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

Ch.(%)

2019年02月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）
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(3) 化学機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 53,923 25.887 45,710 37.330 -30.7

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 172,652 34.093 159,957 33.597 1.5

20 〝 (減菌器） 2,139 14.113 6,284 13.229 6.7

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 104 0.981 311 3.740 -73.8

39 〝 (乾燥機・その他） 11,135 11.991 13,146 10.595 13.2

40 〝 (蒸留機） 3,616 5.343 974 11.281 -52.6

50 〝 (熱交換装置） 803,039 97.077 864,864 99.332 -2.3

60 〝（気体液化装置） 299 3.806 826 14.883 -74.4

89 〝（その他） 353,687 57.322 550,324 49.551 15.7

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 1.386 X 2.443 -43.3

8479 - 82 混合機 95,346 43.239 66,396 40.606 6.5

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 3 0.040 0 0.000 -

8421 - 19 〝（遠心分離機） 111,739 15.183 78,772 15.230 -0.3

29 〝（液体ろ過機） 23,109,490 75.253 26,565,713 75.181 0.1

39 〝 (気体ろ過機） X 324.251 X 279.389 16.1

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 35 1.695 20 1.880 -9.9

20 〝 （製紙用） 303 15.675 9 2.814 457.0

30 〝 （仕上用） 72 6.586 77 2.895 127.5

8441 - 10 〝 （切断機） 283,731 23.084 328,524 25.346 -8.9

40 〝 （成形用） 61 1.079 11 0.985 9.5

80 〝 （その他） 401 9.131 253 14.048 -35.0

- 767.214 - 734.356 4.5

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 0.614 X 0.703 -12.7

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 3.293 X 8.197 -59.8

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 11.216 X 14.269 -21.4

99 部品（ろ過機用） X 120.350 X 106.658 12.8

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 10.341 X 18.964 -45.5

99 部品（製紙・仕上機用） X 14.380 X 28.450 -49.5

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 17.381 X 19.099 -9.0

- 177.576 - 196.339 -9.6

- 944.790 - 930.695 1.5
     

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 397 50.248 392 56.888 -11.7

20 押出成形機 121 24.625 96 17.768 38.6

30 吹込み成形機 72 13.362 78 11.182 19.5

40 真空成形機 173 1.700 68 2.759 -38.4

51 その他の機械（成形用） 27 7.176 43 5.397 33.0

59 その他のもの（成形用） 153 12.984 640 10.007 29.8

80 その他の機械 3,428 38.077 7,291 27.333 39.3

4,371 148.172 8,608 131.334 12.8

8477 - 90 部品 X 89.184 X 88.806 0.4

- 89.184 - 88.806 0.4

- 237.356 - 220.140 7.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

Ch.(%)品    名HS コード

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

2020年02月 2019年02月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 828,327 21.664 740,060 20.050 8.1

30 5,239,310 220.002 5,620,670 208.392 5.6

50 - 0010 6,142 15.883 267 8.947 77.5

0050 335,933 12.284 342,559 13.019 -5.6

0090 458,701 22.484 393,400 24.242 -7.3

60 - 0050 236 0.161 1,075 0.621 -74.0

0070 5,209 0.471 1,021 0.162 191.3

0090 498,848 17.553 534,127 20.377 -13.9

70 2,865,550 111.648 3,041,521 114.532 -2.5

81 780,405 33.837 1,013,676 32.164 5.2

82 1,815 0.430 17,151 0.569 -24.4

8414 - 80 - 1605 98,821 4.962 74,028 2.990 65.9

1615 27,856 3.625 45,905 6.560 -44.7

1625 3,613 1.147 5,299 1.641 -30.1

1635 1,858 0.977 1,873 1.222 -20.0

1640 187 0.268 275 0.591 -54.7

1645 67 0.454 290 3.360 -86.5

1655 292 0.254 20 1.093 -76.8

1660 3,983 6.508 6,962 3.477 87.2

1665 1,346 3.784 1,017 3.432 10.3

1670 379 4.324 490 5.061 -14.6

1675 325 9.863 445 10.734 -8.1

1680 59,929 9.666 21,799 4.427 118.3

1685 667,099 20.408 632,346 18.692 9.2

1690 95,113 5.137 204,994 7.685 -33.2

2015 498 7.384 881 11.168 -33.9

2055 19,196 3.449 21,377 5.365 -35.7

2065 18 0.740 38 2.276 -67.5

2075 31 24.079 37 3.535 581.2

9000 340,259 11.022 444,360 14.669 -24.9

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,170,118 32.754 1,678,390 48.772 -32.8

6590 〃（その他軸流式） 2,529,570 51.222 2,606,376 36.097 41.9

6595 〃（その他） 1,254,090 30.285 1,503,411 37.585 -19.4

10 真空ポンプ 757,841 56.254 1,072,318 63.493 -11.4

18,052,965 744.980 20,028,458 736.999 1.1

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 11.830 X 15.335 -22.9

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 1.798 X 1.929 -6.8

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 24.315 X 28.055 -13.3

9095 〃（ポンプ用その他） X 116.864 X 141.310 -17.3

92 〃（液体エレベータ） X 1.598 X 2.786 -42.6

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 20.471 X 21.591 -5.2

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） 346,987 10.184 244,993 8.669 17.5

4175 〃（その他圧縮機その他） X 35.889 X 47.531 -24.5

9040 〃（真空ポンプ） X 5.678 X 6.322 -10.2

9080 〃（その他） X 15.529 X 22.002 -29.4

- 244.156 - 295.530 -17.4

- 989.136 - 1,032.529 -4.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

Ch.(%)

2020年02月 2019年02月

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）
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(6) 運搬機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

18 0.484 55 10.448 -95.4

12 12 6.382 13 1.135 462.1

19 934 5.339 596 2.371 125.2

20 97 9.424 81 4.015 134.7

30 7 0.597 16 0.641 -6.9

91 169 7.026 269 12.467 -43.6

99 273 2.507 613 1.859 34.8

8425 - 39

1,080,930 15.699 602,111 11.078 41.7

11 40,460 8.752 76,030 14.811 -40.9

19 3,163,780 8.622 3,461,702 9.116 -5.4

31 90,700 9.816 62,199 11.690 -16.0

8428 - 60 18 0.519 4 1.741 -70.2

90 - 0110 3,293 6.788 265 7.127 -4.7

0120 2,431 47.961 3,601 35.303 35.9

0190 586,922 166.234 571,275 175.297 -5.2

8425 - 41

6,242 3.817 31,215 3.978 -4.1

42 　〃 （液圧式その他） 441,383 23.397 568,623 26.979 -13.3

49 　〃 （その他のもの） 1,365,772 19.024 1,402,511 22.371 -15.0

8428 - 20 - 0010

706 8.687 3,377 14.423 -39.8

0050 201 8.174 145 0.921 787.2

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 32,278 22.075 1,623 15.156 45.6

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 31 1.009 88 3.774 -73.3

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ

  （地下使用形） 10 0.002 117 0.123 -98.1

32 〃（その他バケット型） 240 1.998 248 1.052 90.0

33 〃（その他ベルト型） 5,973 51.254 4,544 40.033 28.0

39 〃（その他のもの） 95,872 83.657 62,206 60.389 38.5

6,918,752 519.245 6,853,527 488.298 6.3

8431 - 10 - 0010 部品

X 4.794 X 6.351 -24.5

0090 X 14.646 X 20.661 -29.1

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.131 X 0.361 -63.8

0040 X 1.272 X 1.728 -26.4

0060 X 28.701 X 28.263 1.5

39 - 0010 X 67.849 X 65.381 3.8

0050 X 3.307 X 2.888 14.5

0070 X 5.559 X 3.623 53.4

0080 X 63.684 X 65.582 -2.9

49 - 1010 X 6.390 X 8.386 -23.8

1060 X 2.069 X 3.388 -38.9

1090 X 10.315 X 15.835 -34.9

- 208.717 - 222.446 -6.2

- 727.962 - 710.744 2.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベ・コンベ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2020年02月 2019年02月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベイャ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （森林での丸太取扱装置)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフテ・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （産業用ロボット)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）
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(7) 金属加工機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 43 0.186 38 0.026 610.0

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 12 0.079 194 0.829 -90.4

22 〃（冷間圧延用） 470 0.414 131 3.293 -87.4

8462 - 10 鋳造機等 189 8.661 541 15.116 -42.7

21 ベンディング等（数値制御式） 151 16.594 191 27.546 -39.8

29 〃（その他） 13,572 12.869 7,578 12.684 1.5

31 剪断機（数値制御式） 13 0.632 9 0.194 226.3

39 〃（その他） 852 1.167 977 1.910 -38.9

41 パンチング等（数値制御式） 18 4.162 24 4.944 -15.8

49 〃（その他） 682 1.454 857 1.735 -16.2

91 液圧プレス 1,288 7.941 1,023 9.281 -14.4

99 その他 670 5.079 668 6.301 -19.4

17,960 59.239 12,231 83.858 -29.4

8455 - 90 部品（圧延機用） * 2,192,727 16.709 1,413,273 15.514 7.7

- 16.709 - 15.514 7.7

- 75.948 - 99.372 -23.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 537 0.121 740 0.100 20.8

19 〃（〃・その他） 7,078 0.278 12,121 0.197 41.0

20 〃（10kg超） 329,387 112.636 559,439 191.125 -41.1

8451 - 10 ドライクリーニング機 37 0.864 14 0.665 30.0

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 107,030 37.846 86,453 30.859 22.6

444,069 151.745 658,767 222.946 -31.9

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 13.503 X 12.656 6.7

- 13.503 - 12.656 6.7

- 165.248 - 235.602 -29.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 208,159 9.225 255,707 13.741 -32.9

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 570 0.221 11,042 0.499 -55.8

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 46,428 1.903 84,404 3.255 -41.5

5010 〃（固定比・その他） 1,502,679 111.707 850,152 155.841 -28.3

5050 〃（手動可変式・その他） 504,335 33.485 420,173 37.799 -11.4

7000 〃（その他） 77,071 13.986 86,316 10.569 32.3

9000 歯車及び歯車伝導機 X 42.130 X 46.549 -9.5

- 212.656 - 268.252 -20.7

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 94.661 X 96.447 -1.9

- 94.661 - 96.447 -1.9

- 307.317 - 364.699 -15.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

Ch.(%)

2020年02月 2019年02月

Ch.(%)

2020年02月

品    名

2019年02月

Ch.(%)

2020年02月 2019年02月

品    名

総合計

部品合計
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2020年2月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2020 年 2 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 1,823 万ドル（対前年同月比 2.0%増）となった。

輸出先は、メキシコが 2,930 万ドル（同 38.6%増）で最も大きく、次いでカナダが 2,209 万

ドル（同 6.9%減）、ドイツが 1,203 万ドル（同 30.0%減）、韓国が 646 万ドル（同 253.3%増）

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,545 万ドル（同 59.1%増）、押出成形機は 379
万ドル（同 28.0%減）、吹込み成形機は 170 万ドル（同 2.2%減）、真空成形機及びその他の熱

成形機（以下「真空成形機等」という。）は 287 万ドル（同 39.9%増）となり、部分品は 6,571
万ドル（同 10.9%増）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 3,736 万ドル（同 7.8%増）となった。輸入元は、

ドイツが 6,632 万ドル（同 8.7%増）で最も大きく、次いでカナダが 3,407 万ドル（同 16.2％
減）、日本が 3,025 万ドル（同 26.6%増）、中国が 2,089 万ドル（同 24.0%増）と続く。機種

別の輸入金額は、射出成形機は 5,025 万ドル（同 11.7%減）、押出成形機は 2,463 万ドル（同

38.6%減）、吹込み成形機は 1,336 万ドル（同 19.5 増）、真空成形機等は 170 万ドル（同 38.4%
減）となり、部分品は 8,918 万ドル（同 0.4%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 358 万ドル（同 76.7%増）となり、全輸出金額に

占める割合は 3.0%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 3,025 ドル（同 26.6%増）となり、全輸入金額に

占める割合は、12.7%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

1,201 万ドル（同 20.4%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 66.0 千ドル、押出成形機が 75.8
千ドル、吹込み成形機が 40.4 千ドル、真空成形機等が 27.3 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、31.2 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 126.6 千ドル、押出成形機が 203.5
千ドル、吹込み成形機が 185.6 千ドル、真空成形機等が 9.8 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、33.9千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は 136.5
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 
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(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 5 1.242 7 0.788 0.455 57.7 0 0.000 0 0.000 -

イギリス 29 4.000 28 2.619 1.382 52.8 0 0.000 1 0.058 -100.0

フランス 23 0.970 18 1.562 -0.593 -37.9 0 0.000 13 0.464 -100.0

ドイツ 184 12.026 481 17.185 -5.159 -30.0 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 23 3.280 71 2.350 0.929 39.5 0 0.000 0 0.000 -

トルコ 32 0.485 4 0.217 0.267 123.1 0 0.000 1 0.088 -100.0

小計 296 22.002 609 24.721 -2.718 -11.0 0 0.000 15 0.610 -100.0

カナダ 213 22.088 247 23.717 -1.629 -6.9 24 2.204 20 2.158 2.1

メキシコ 491 29.296 324 21.133 8.163 38.6 121 11.202 62 6.452 73.6

コスタリカ 6 0.556 29 1.334 -0.778 -58.3 0 0.000 0 0.000 -

コロンビア 12 0.569 12 0.545 0.024 4.3 0 0.000 0 0.000 -

ベネズエラ 0 0.032 1 0.038 -0.006 -16.7 0 0.000 0 0.000 -

ブラジル 37 3.343 58 3.114 0.229 7.4 0 0.000 2 0.189 -100.0

チリ 2 1.162 7 1.791 -0.628 -35.1 0 0.000 0 0.000 -

小計 759 55.883 671 49.882 6.002 12.0 145 13.406 84 8.799 52.4

日本 124 3.575 31 2.023 1.552 76.7 50 0.696 0 0.000 -

韓国 8 6.461 32 1.829 4.632 253.3 0 0.000 0 0.000 -

中国 75 4.529 237 7.697 -3.168 -41.2 33 1.013 1 0.030 3,276.1

台湾 57 1.606 4 0.592 1.014 171.3 0 0.000 0 0.000 -

シンガポール 8 2.712 5 1.855 0.857 46.2 0 0.000 0 0.000 -

タイ 109 3.395 10 1.173 2.222 189.5 0 0.000 0 0.000 -

インド 22 1.078 21 0.991 0.087 8.8 1 0.045 0 0.000 -

小計 403 23.356 340 16.159 7.198 44.5 84 1.754 1 0.030 5,746.1

その他 224 16.992 687 25.111 -8.119 -32.3 5 0.294 3 0.275 7.0

合計 1,682 118.234 2,307 115.872 2.362 2.0 234 15.454 103 9.714 59.1

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 20年02月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 1 0.321 - 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0.634 59.3

イギリス 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 3.843 74.9

フランス 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.583 -41.0

ドイツ 0 0.000 - 0 0.000 - 4 0.027 -67.1 7.799 13.0

イタリア 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 1.979 370.2

トルコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.194 87.7

小計 1 0.321 -24.9 0 0.000 -100.0 4 0.027 -91.7 15.031 36.6

カナダ 2 0.051 -96.8 1 0.008 -82.6 63 1.359 532.8 16.627 -6.2

メキシコ 42 2.615 99.6 26 0.941 -13.3 21 0.806 -42.3 7.524 -2.9

コスタリカ 0 0.000 - 0 0.000 - 1 0.010 - 0.497 -34.5

コロンビア 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 - 0.405 15.2

ベネズエラ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.032 5.2

ブラジル 0 0.000 - 3 0.288 - 1 0.012 - 0.823 -28.5

チリ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 1.130 -32.9

小計 44 2.666 -12.5 30 1.237 9.2 86 2.187 35.6 25.907 -6.7

日本 0 0.000 - 0 0.000 - 6 0.039 122.3 1.881 70.3

韓国 1 0.022 -55.2 1 0.157 - 0 0.000 -100.0 6.050 580.3

中国 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 2 0.020 -46.5 1.817 -39.6

台湾 1 0.200 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.354 -12.5

シンガポール 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 - 2.638 111.2

タイ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.814 -9.8

インド 0 0.000 - 0 0.000 - 1 0.010 8.3 0.675 1.3

小計 2 0.222 -65.2 1 0.157 - 9 0.070 -39.1 14.230 73.0

その他 3 0.580 -49.5 11 0.304 204.8 6 0.582 - 10.538 -13.8

合計 50 3.789 -28.0 42 1.698 -2.2 105 2.865 39.9 65.706 10.9

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品

2020年02月 2020年02月 2020年02月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2020年02月)

プラスチック機械合計 射出成形機

2020年02月 2019年02月2020年02月 2019年02月

押出成形機 吹込み成形機
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(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 42 5.294 11 2.774 2.520 90.9 5 0.619 3 0.632 -2.1

スペイン 22 0.418 9 0.717 -0.299 -41.7 0 0.000 0 0.000 -

フランス 10 8.581 29 6.872 1.709 24.9 1 0.031 1 0.005 512.0

オランダ 152 6.098 50 3.300 2.797 84.7 0 0.000 0 0.000 -

ドイツ 584 66.319 561 60.992 5.328 8.7 138 14.518 79 12.538 15.8

スイス 37 4.556 58 7.527 -2.970 -39.5 1 0.160 5 2.596 -93.8

オーストリア 54 13.444 34 13.403 0.041 0.3 25 5.917 28 6.718 -11.9

ハンガリー 14 0.055 0 0.014 0.040 282.7 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 70 12.380 102 9.333 3.047 32.6 5 0.827 9 1.235 -33.1

ルーマニア 0 0.070 1 0.276 -0.207 -74.8 0 0.000 0 0.000 -

チェコ 354 0.070 9 0.276 -0.207 -74.8 0 0.000 0 0.000 -

ポーランド 19 1.202 9 0.290 0.913 315.0 1 0.008 0 0.000 -

小計 1,358 118.487 873 105.774 12.713 12.0 176 22.079 125 23.723 -6.9

カナダ 1,117 34.069 104 40.645 -6.576 -16.2 13 3.393 19 11.854 -71.4

ブラジル 0 0.102 0 0.278 -0.176 -63.3 0 0.000 0 0.000 -

小計 1,117 34.171 104 40.923 -6.752 -16.5 13 3.393 19 11.854 -71.4

日本 310 30.252 325 23.904 6.348 26.6 88 12.014 124 15.095 -20.4

韓国 73 6.830 45 3.506 3.324 94.8 22 4.657 35 2.352 98.0

中国 1,092 20.894 5,552 16.853 4.041 24.0 57 5.135 64 1.549 231.5

台湾 104 5.678 147 6.057 -0.379 -6.3 12 0.637 2 0.107 497.8

タイ 22 2.868 1,035 3.540 -0.672 -19.0 20 1.662 16 1.094 51.9

インド 39 3.251 18 1.492 1.758 117.8 6 0.312 2 0.208 49.7

小計 1,640 69.773 7,122 55.352 14.421 26.1 205 24.417 243 20.406 19.7

その他 256 14.925 509 18.090 -3.166 -17.5 3 0.359 5 0.906 -60.4

合計 4,371 237.356 8,608 220.140 17.215 7.8 397 50.248 392 56.888 -11.7

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 20年02月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 12 0.112 199.5 4.267 150.2

スペイン 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.107 -63.1

フランス 0 0.000 - 5 4.113 452.9 0 0.000 - 3.230 -42.8

オランダ 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 - 2.169 23.5

ドイツ 76 16.909 145.5 5 4.154 -55.8 106 0.458 -70.9 18.920 -13.4

スイス 16 1.700 - 0 0.000 - 0 0.000 - 2.375 -46.7

オーストリア 3 0.950 360.8 0 0.000 - 11 0.213 - 2.838 -21.8

ハンガリー 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.037 160.4

イタリア 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 1 0.140 976.6 7.631 100.3

ルーマニア 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.070 116.2

チェコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.070 116.2

ポーランド 1 0.218 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.832 257.2

小計 96 19.777 101.0 10 8.267 -19.4 130 0.923 -51.3 42.543 -2.5

カナダ 1 0.101 -35.2 5 1.307 17,658.9 3 0.367 1,573.3 25.474 10.4

ブラジル 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.102 -63.3

小計 1 0.101 -35.2 5 1.307 17,658.9 3 0.367 1,573.3 25.576 9.5

日本 1 0.005 -98.6 6 1.263 16,322.6 0 0.000 -100.0 4.753 -11.2

韓国 0 0.000 - 0 0.000 - 35 0.068 - 1.674 85.0

中国 11 3.468 55.6 12 1.032 319.1 0 0.000 - 5.006 -21.3

台湾 6 0.637 -36.9 0 0.000 -100.0 1 0.312 0.4 2.403 39.6

タイ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 1.203 -33.8

インド 0 0.000 - 28 1.313 165.2 0 0.000 - 1.403 77.9

小計 18 4.109 15.4 46 3.608 293.6 36 0.380 -50.9 16.441 -3.0

その他 6 0.637 -84.9 11 0.180 - 4 0.030 -56.4 4.623 -5.0

合計 121 24.625 38.6 72 13.362 19.5 173 1.700 -38.4 89.184 0.4

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

2019年02月2020年02月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2020年02月)

2020年02月 2020年02月 2020年02月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2020年02月 2019年02月
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項目 2020年02月 2019年02月 伸び率（％） 2020年02月 2019年02月 伸び率（％） 2020年02月 2019年02月

8477-10 射出成形機 15.454 9.714 59.1 0.696 0.000 - 4.5 0.0

8477-20 押出成形機 3.789 5.260 -28.0 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-30 吹込み成形機 1.698 1.736 -2.2 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-40 真空成形機等 2.865 2.048 39.9 0.039 0.018 122.3 1.4 0.9

8477-51 その他の機械 （成形用） 0.236 2.631 -91.0 0.003 0.000 - 1.3 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 8.251 7.133 15.7 0.132 0.496 -73.5 1.6 7.0

8477-80 その他の機械 20.235 28.126 -28.1 0.824 0.405 103.6 4.1 1.4

52.528 56.648 -7.3 1.694 0.919 84.4 3.2 1.6

8477-90 部分品 65.706 59.224 10.9 1.881 1.104 70.3 2.9 1.9

118.234 115.872 2.0 3.575 2.023 76.7 3.0 1.7

項目 2020年02月 2019年02月 伸び率（％） 2020年02月 2019年02月 伸び率（％） 2020年02月 2019年02月

8477-10 射出成形機 50.248 56.888 -11.7 12.014 15.095 -20.4 23.9 26.5

8477-20 押出成形機 24.625 17.768 38.6 0.005 0.322 -98.6 0.0 1.8

8477-30 吹込み成形機 13.362 11.182 19.5 1.263 0.008 16,322.6 9.5 0.1

8477-40 真空成形機等 1.700 2.759 -38.4 0.000 0.430 -100.0 0.0 15.6

8477-51 その他の機械 （成形用） 7.176 5.397 33.0 0.000 2.100 -100.0 0.0 38.9

8477-59 その他のもの （成形用） 12.984 10.007 29.8 1.500 0.129 1,061.9 11.6 1.3

8477-80 その他の機械 38.077 27.333 39.3 10.719 0.469 2,187.4 28.2 1.7

148.172 131.334 12.8 25.500 18.553 37.4 17.2 14.1

8477-90 部分品 89.184 88.806 0.4 4.753 5.351 -11.2 5.3 6.0

237.356 220.140 7.8 30.252 23.904 26.6 12.7 10.9

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 234 66.0 50 13.9 397 126.6 88 136.5

8477-20 押出成形機 50 75.8 0 - 121 203.5 1 4.6

8477-30 吹込み成形機 42 40.4 0 - 72 185.6 6 210.5

8477-40 真空成形機等 105 27.3 6 6.5 173 9.8 0 -

8477-51 その他の機械 （成形用） 37 6.4 1 3.1 27 265.8 0 -

8477-59 その他のもの （成形用） 151 54.6 2 65.8 153 84.9 1 1,499.7

8477-80 その他の機械 1,063 19.0 65 12.7 3,428 11.1 214 50.1

1,682 31.2 124 13.7 4,371 33.9 310 82.3

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸出割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2020年02月）

（単位：台、百万ドル・億円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価
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●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2020年2月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2020

年 2 月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 779.1万ネット・トンで、前月の 843.9万ネット・トンから減少（△7.7%）と

なり、対前年同月比は増加（＋1.6%）となった。炉別では、前年同月比で転炉鋼（＋6.0%）、

電炉鋼（△0.3%）、連続鋳造鋼（＋1.6%）となっている。 
鉄鋼生産量は 777.2万ネット・トンで、前月の 853.6 万ネット・トンから減少（△9.0%）と

なり、対前年同月比は増加（＋0.4%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（＋0.9%）、

合金鋼（△5.3%）、ステンレス鋼（△11.1%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 97.9万ネット・トン（対前年同月比△3.2%）、

建設関連 159.5万ネット・トン（同＋1.3%）、中間販売業者 237.1万ネット・トン（同△0.3%）、

機械産業（農業関係を除く）14.3万ネット・トン（同△19.6%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋17.6%）、建設関連（同＋1.3%）、鉄道輸送（同＋

5.6%）、家電・食卓用金物（同＋4.1%）、コンテナ等出荷機材（同＋5.9%）が対前年比で増加

となり、産業用ねじ（同△10.9%）、中間販売業者（同△0.3%）、自動車（同△3.2%）、船舶・

舶用機械（同△48.0%）、航空・宇宙（同△39.1%）、石油・ガス・石油化学（同△25.9%）、

鉱山・採石・製材（同△4.5%）、農業（農業機械等）（同△6.3%）、機械装置・工具（同△25.1%）、

電気機器（同△11.2%）が対前年比で減少となっている。また、外需は増加（同＋2.6%）とな

っている。 
 
③  鉄鋼輸出は、64.1 万ネット・トンで、前月の 64.7 万ネット・トンから減少（△0.9%）とな

り、対前年同月比は増加（＋7.0%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、151.0 万ネット・トンで、前月の 315.0 万ネット・トンから減少（＋52.1%）

となり、対前年同月比は減少（△37.9%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭

素鋼（△37.7%）、合金鋼（△41.5%）、ステンレス鋼（△13.0%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 49.0 万ネット・トン、メキシコが 28.4 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 5.1 万ネット・トン、EU が 20.2 万ネット・トン、欧

州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 10.8 万ネット・トン、アジアが 36.0 万ネット・トンと

なっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 20.9 万ネット・トン（構成比 13.8%）、メキシコ湾岸部で 59.9

万ネット・トン（同 39.7%）、太平洋岸で 18.7万ネット・トン（同 12.4%）、五大湖沿岸部で

49.9万ネット・トン（同 33.0%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 17.5%と、前月の 28.5%から 11.0%
減となり、前年同月の 25.4%から 7.9%減となった。 
 

⑤  設備稼働率は 81.3%で、前月の 81.7%から 0.4%減となり、前年同月の 82.4%から 1.1%減と

なった。また、内需は 864.1 万ネット・トンとなり、対前年同月比で減少（△9.8%）となっ

ている。 

表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2020年 2月） 
 

2020年 2019年 対前年比伸率(%) 

2月 年累計 2 月 年累計 2 月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron 2,117 3,971 2,033 4,103 4.1 △ 3.2

(2)Raw Steel（合計） 7,791 16,230 7,668 15,955 1.6 1.7
Basic Oxygen 
Process(*1) 2,503 5,008 2,363 4,932 6.0 1.5

Electric(*2) 5,287 11,222 5,305 11,022 △ 0.3 1.8
Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 7,772 16,192 7,646 15,912 1.6 1.8

2.設備稼働率（％） 81.3 81.9 82.4 81.3  
3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,772 16,307 7,744 15,824 0.4 3.1

(1)Carbon 7,351 15,422 7,287 14,886 0.9 3.6

(2)Alloy 227 469 240 527 △ 5.3 △ 11.0

(3)Stainless 194 416 218 411 △ 11.1 1.2

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 641 1,288 599 1,236 7.0 4.2

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 1,510 4,660 2,433 5,913 △ 37.9 △ 21.2

(1)Carbon 1,100 3,493 1,782 4,340 △ 37.7 △ 19.5

(2)Alloy 342 1,042 584 1,424 △ 41.5 △ 26.8

(3)Stainless 58 125 67 149 △ 13.0 △ 16.2

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 8,641 19,679 9,578 20,501 △ 9.8 △ 4.0

(D)=A＋C-B  
7.内需に占める輸入の割

合 17.5 23.7 25.4 28.8  
(E)=C/D*100(%)  

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
    ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2020年 2月） 
 

2020年 2019年 対前年比伸率(%) 

2月 年累計 2 月 年累計 2 月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron 2,117 3,971 2,033 4,103 4.1 △ 3.2

(2)Raw Steel（合計） 7,791 16,230 7,668 15,955 1.6 1.7
Basic Oxygen 
Process(*1) 2,503 5,008 2,363 4,932 6.0 1.5

Electric(*2) 5,287 11,222 5,305 11,022 △ 0.3 1.8
Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 7,772 16,192 7,646 15,912 1.6 1.8

2.設備稼働率（％） 81.3 81.9 82.4 81.3  
3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,772 16,307 7,744 15,824 0.4 3.1

(1)Carbon 7,351 15,422 7,287 14,886 0.9 3.6

(2)Alloy 227 469 240 527 △ 5.3 △ 11.0

(3)Stainless 194 416 218 411 △ 11.1 1.2

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 641 1,288 599 1,236 7.0 4.2

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 1,510 4,660 2,433 5,913 △ 37.9 △ 21.2

(1)Carbon 1,100 3,493 1,782 4,340 △ 37.7 △ 19.5

(2)Alloy 342 1,042 584 1,424 △ 41.5 △ 26.8

(3)Stainless 58 125 67 149 △ 13.0 △ 16.2

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 8,641 19,679 9,578 20,501 △ 9.8 △ 4.0

(D)=A＋C-B  
7.内需に占める輸入の割

合 17.5 23.7 25.4 28.8  
(E)=C/D*100(%)  

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
    ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働

2019年 80.4 82.4 82.2 81.3 80.8 80.1 79.4 79.1 77.4 78.0 78.8 78.5 79.8 

2020年 81.7 81.3           81.9 

 

300

400

500

600

700

800

900

1000

30

40

50

60

70

80

90

100

粗
鋼
生
産
量
（
万
ｔ
）

設
備
稼
働
率
（
％
）

 
折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
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図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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2020-2019
2020 2019

Feb. 2 Mos. Feb. 2 Mos. Feb. 2 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron 2.117 3.971 2.033 4.103 4.1% -3.2%

 Raw Steel (total) 7.791 16.230 7.668 15.955 1.6% 1.7%
   Basic Oxygen process 2.503 5.008 2.363 4.932 6.0% 1.5%
   Electric 5.287 11.222 5.305 11.022 -0.3% 1.8%
   Continuous cast (incl. above) 7.772 16.192 7.646 15.912 1.6% 1.8%

   Rate of Capability Utilization 81.3 81.9 82.4 81.3

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 7,772 16,307 7,744 15,824 0.4% 3.1%
   Carbon 7,351 15,422 7,287 14,886 0.9% 3.6%
   Alloy 227 469 240 527 -5.3% -11.0%
   Stainless 194 416 218 411 -11.1% 1.2%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 641 1,288 599 1,236 7.0% 4.2%
 Imports (000 N.T.) 1,510 4,660 2,433 5,913 -37.9% -21.2%
   Carbon 1,100 3,493 1,782 4,340 -37.7% -19.5%
   Alloy 342 1,042 584 1,424 -41.5% -26.8%
   Stainless 58 125 67 149 -13.0% -16.2%
Imports excluding semi-finished 1,348 2,996 1,744 4,195 -22.7% -28.6%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 8,478 18,015 8,889 18,783 -4.6% -4.1%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 15.9 16.6 19.6 22.3

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 979 2,039 1,011 2,082 -3.2% -2.1%
 Construction & contractors' products 1,595 3,341 1,574 3,214 1.3% 3.9%
 Service centers & distributors 2,371 5,049 2,377 4,771 -0.3% 5.8%
 Machinery,excl. agricultural 143 288 178 384 -19.6% -25.1%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016

 Total Net Number of Employees 139 140 -0.5%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016
Steel Segment
 Total Sales $48,122 $40,129 19.9%
 Operating Income $2,648 $879

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2020-2019
2020 2019

Feb. 2 Mos. Feb. 2 Mos. Feb. 2 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 1,510 4,660 2,433 5,913 -37.9% -21.2%

Canada 490 1,061 436 887 12.2% 19.5%

Mexico 284 655 224 589 26.6% 11.3%
     
Other Western Hemisphere 51 1,323 540 1,407 -90.5% -6.0%

EU 202 481 377 954 -46.4% -49.6%

Other Europe* 108 295 166 407 -34.9% -27.5%

Asia 360 780 615 1,480 -41.4% -47.3%

Oceania 7 40 24 45 -72.3% -10.7%

Africa 8 25 51 145 -84.9% -82.5%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 1,510 4,660 2,433 5,913 -37.9% -21.2%

    Atlantic Coast 209 744 413 927 -49.4% -19.7%
    Gulf Coast - Mexican Border 599 2,006 1,139 3,171 -47.4% -36.7%
    Pacific Coast 187 785 467 860 -59.9% -8.6%
    Great Lakes - Canadian Border 499 1,097 406 926 23.0% 18.4%
    Off Shore 15 28 9 29 74.3% -4.3%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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FEBRUARY 2020
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 71,759 0.9% 162,827 1.0% -21.5% -27,374 -14.4%
      Sheets and strip 338,569 4.4% 661,380 4.1% -13.7% -65,235 -9.0%
      Pipe and tube 592,623 7.6% 1,176,903 7.2% 65.5% 394,949 50.5%
      Cold finishing 0 0.0% 47 0.0% -100.0% -200 -81.0%
      Other 50,197 0.6% 104,028 0.6% -7.4% -6,694 -6.0%
         Total 1,053,148 13.6% 2,105,185 12.9% 17.6% 295,446 16.3%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 12,572 0.2% 24,817 0.2% -6.0% -4,322 -14.8%
 3. Industrial Fasteners 3,519 0.0% 7,234 0.0% -10.9% -737 -9.2%
 4. Steel Service Centers and Distributors 2,371,027 30.5% 5,048,811 31.0% -0.3% 277,572 5.8%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 63,687 0.8% 132,924 0.8% 23.6% 21,279 19.1%
      Bridge and Highway Construction 5,681 0.1% 9,396 0.1% -62.7% -18,899 -66.8%
      General Construction 1,310,979 16.9% 2,798,692 17.2% -1.4% 88,339 3.3%
      Culverts and Concrete Pipe 0 0.0% 0 0.0% 0.0% -60 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 214,724 2.8% 399,831 2.5% 20.4% 35,855 9.9%
          Total 1,595,071 20.5% 3,340,843 20.5% 1.3% 126,514 3.9%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 897,936 11.6% 1,880,864 11.5% -2.7% 14,859 0.8%
      Trailers, all types 955 0.0% 1,677 0.0% 81.6% 587 53.9%
      Parts and accessories-independent suppliers 60,565 0.8% 112,129 0.7% -4.5% -51,145 -31.3%
      Independent forgers 19,846 0.3% 44,437 0.3% -18.0% -7,201 -13.9%
         Total 979,302 12.6% 2,039,107 12.5% -3.2% -42,900 -2.1%
 8. Rail Transportation 118,262 1.5% 258,380 1.6% 5.6% 27,021 11.7%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 5,434 0.1% 11,795 0.1% -48.0% -6,468 -35.4%
10. Aircraft and Aerospace 103 0.0% 209 0.0% -39.1% -614 -74.6%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 160,863 2.1% 331,002 2.0% -26.0% -106,300 -24.3%
      Storage Tanks 1,100 0.0% 2,089 0.0% -37.5% -1,139 -35.3%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 2,943 0.0% 5,945 0.0% -7.7% -745 -11.1%
         Total 164,906 2.1% 339,036 2.1% -25.9% -108,184 -24.2%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 64 0.0% 96 0.0% -4.5% -159 -62.4%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 7,194 0.1% 14,765 0.1% -2.3% -887 -5.7%
      All Other 529 0.0% 1,199 0.0% -39.4% -602 -33.4%
         Total 7,723 0.1% 15,964 0.1% -6.3% -1,489 -8.5%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 11,145 0.1% 19,635 0.1% -5.2% -5,821 -22.9%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 35,797 0.5% 74,641 0.5% -20.2% -14,154 -15.9%
      All Other 33,868 0.4% 71,585 0.4% -33.9% -37,320 -34.3%
         Total 80,810 1.0% 165,861 1.0% -25.1% -57,295 -25.7%
15. Electrical Equipment 62,061 0.8% 121,970 0.7% -11.2% -38,907 -24.2%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 155,551 2.0% 331,320 2.0% 4.2% 31,102 10.4%
      Utensils and Cutlery 884 0.0% 2,030 0.0% -12.3% 110 5.7%
         Total 156,435 2.0% 333,350 2.0% 4.1% 31,212 10.3%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 20,659 0.3% 38,312 0.2% 15.5% 3,284 9.4%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 71,509 0.9% 145,547 0.9% 6.4% 11,215 8.3%
      Barrels, drums and shipping pails 53,391 0.7% 117,121 0.7% 13.1% 20,121 20.7%
      All Other 15,806 0.2% 33,177 0.2% -14.4% -5,466 -14.1%
         Total 140,706 1.8% 295,845 1.8% 5.9% 25,870 9.6%
19. Ordnance and Other Military 733 0.0% 2,283 0.0% -60.7% -1,912 -45.6%
20. Export 641,214 8.3% 1,288,371 7.9% 2.6% 38,371 3.1%
21. Non-Classified Shipments 357,907 4.6% 869,942 5.3% -12.5% -78,953 -8.3%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 7,771,656 100.0% 16,307,411 100.0% 0.4% 483,350 3.1%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2019

YEAR TO DATE
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皆さん、こんにちは。 
ウィーンは5月に入り、冷え込む日もあるものの半袖でも過ごせるほどの暖かい陽気の日が増え

てきました。新型コロナウイルスの新規感染者数も1ヶ月以上100名以下の日が続いており、外出

規制も5月1日から解かれ、街には活気が戻りつつあります。3月16日から生活必需品店等の例外

を除き店舗は閉店となっていましたが、イースター明けの4月14日から400平米までの小規模店舗、

ホームセンター及び園芸用品店の営業が許可され、5月1日からは全ての店舗、ショッピングセン

ター、理髪店の営業も再開されています。さらに、5月15日より、シェーンブルン宮殿、王宮、カ

フェ、レストランが再開しています。ただし、シェーンブルン宮殿や王宮では、マスクを着用す

る義務があり、見学する部屋やチケットショップでは1人/10m2を確保する必要があり人数に制限

があります。レストランやカフェにおいても入口からテーブルまではマスク着用、大人は4人まで、

店員もマスクを着用といったルールが適用されています。公共交通機関やショッピングにおいて

もマスクの着用義務があり、これまでこちらでは覆面禁止法によりマスクを着けている人を見た

ことがなかったため、街行く人が皆マスクを着けているのは異様な光景に感じました。 
レストラン等が再開して初めての週末は天気が悪かったこともあり、予想よりも客入りは悪か

ったようです。国境が閉じられており観光客もほとんどいないため、地元の人が感染リスクを冒

してまで外食をするかというとそうでもないようです。物販店も、飲食店の営業再開で、来店客

数が増えると期待していたようですが、思った程伸びなかったそうです。特に旧市街のケルント

ナー通り（Kärntner Straß）など普段は観光客で賑わう買物通りは、閑散としていたようです。 
この駐在員だよりで何度か紹介しているシェーンブルン動物園も5月15日から再開しました。我

が家は年間パスを購入していますが、年間パス所有者も事前予約が必要となり、「密」になりす

ぎないよう入場が制限されています。人があつまるエサやりのショーや屋内の展示はまだ制限さ

れていますが、この2ヶ月家の近所の公園にしか行けていない娘もさすがに持て余していたので、

早速行ってみました。予約の確認をする係の人がフェイスシールドをしていたり、売店の店員が

マスクをしていたりと以前とは違うところもありましたが、お客さんの入りも含めて以前と変わ

らない様子でした。当然ながら動物たちは以前と変わらない様子でしたが、突如お客さんがいな

くなったこの2ヶ月の間、動物たちは寂しく感じていたのか、静かで平和になったと感じていたの

かなど考えながら見て回っていました。 
この新型コロナウイルスの影響により、7月までに参加を予定していたセミナーや展示会などの

ビジネスイベントがほとんど延期や中止されてしまいました。それでも、毎月の『海外情報』の

レポート作成のため、何らかの情報を収集しないといけませんのでオンラインのセミナー、いわ

ゆるWebinarに参加してみました。どのようにセミナーが進められるか気になっていたのですが、

ログインするとPCの画面上に会議室の配置図のようなものがあり、企業の仮想ブースにいる人や、

同じ仮想テーブルについた人とチャットやビデオ通話ができ、講演が始まるまでコミュニケーシ

ョンをとることができるというものでした。講演自体も、自宅の庭や自室、オフィスなど様々な

場所から行う人がおり新鮮でした。コミュニケーションや講演の聴講と、普段のセミナーと変わ

らないことができ、オフィスや自宅から参加できるのでわざわざ長距離移動する必要もなく気楽

だなと思う反面、直接面と向かってのコミュニケーションや、空いた時間に当地の街を楽しむこ

とができないのはやはり残念だなと感じました。しばらくはこのような日々が続くかと思います
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が、皆様もなにとぞご自愛ください。 
 

写真は外出規制中の旧市街の様子です。普段は観光客であふれるこのエリアも閑散としていまし

た。（左：シュテファン寺院前、右：ケルントナー通り） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 尾森 圭悟 

― 111 ―



 
 

 皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の小川です。 
 このたびの新型コロナウイルス感染症で影響を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上

げます。 
  
 私が今この駐在員便りを書いているのは 5 月 15 日です。日本では、新型コロナウイルス

の緊急事態宣言が 39 県で解除され、各地で休業要請の縮小や学校再開に向けた動きが広が

っているかと存じます。 
 
米国でも 42 の州まで広がったロックダウン（自宅待機令）は解放されつつあります。4

月下旬からの南部地域の州で店舗の営業が再開し、続くように各州での経済再開の動きが

広がっています。もともと自宅待機令の発令が無かった 8 州を含むと、5 月 15 日現在で、

すでに 31 の州で自宅待機令が解除されています。感染者数が最多であるニューヨーク州で

も、本日から州内の一部の地域で、再開が始まりました。再開を理由に爆発的に感染拡大

に至った州は確認されていませんが、専門家による第 2 波への警鐘は鳴り続いています。 
 
ここシカゴ市があるイリノイ州の自宅待機令は、5 月 30 日までとなっています。自宅待

機令は維持しつつも、店舗外での商品の受け渡しの営業は可とするなど、限定的な経済活

動は開始されています。非エッセンシャルビジネスのオフィスや製造業の再開が可能とな

る次のステージへの移行は、5 月下旬以降となる見込みです。このステージに進むための条

件として、検査の陽性率や入院患者数など細かく設定されており、イリノイ州の人々は、

関連情報を見守る日々が続いています。一方、再開の遅れによる経済悪化の深刻さは増し

ており、自宅待機命令の再延長が発動された 5 月 1 日には、州政府のオフィスがあるトン

プソン・センターの前で、経済活動再開を求める数百人規模の抗議デモが行われました。

保守系グループの呼びかけで集まった抗議デモで、参加している人のほとんどはマスクを

かけておらず、クラスターになりかねない密集となっていました。 
 
今月に入り、シカゴ・ダウンタウンの様子は大きく変わりしました。ロックダウンが始

まった当初は、全く人影が無く、あきらかに治安が悪化しましたが、最近の週末では、散

歩、ジョギング、サイクリングする人々で溢れます。その多くの人がマスクやフェイスカ

バーをかけています。シカゴ市を代表するモニュメントのライオン像やピカソ像にも、シ

カゴ市旗をデザインしたマスクが装着されました。また、シカゴ郊外では、条件付きでは

ありますが、ゴルフ場や州立公園の再開が始まり（シカゴ市内はいずれも封鎖中）、外での

レクリエーションを楽しむことができます。 
一時の緊迫した事態からは、抜け出せたように感じます。これから本格的な経済活動再

開に向け、第 2 波への警戒は続けながらも、引き続き、穏やかな週末を過ごすことができ

たらと思います。 
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最後に、ジェトロでは、新型コロナウイルスの関連情報について、特設ページを開設し

ています。少しでもお役に立てるよう、日々情報発信を行っております。参照いただけれ

ば幸いです。https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/ 
 

 
シカゴ市内で経済再開を求める抗議デモの様子（5 月 1 日撮影） 

 
ジェトロ・シカゴ事務所 

産業機械部 小川 ゆめ子 
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